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Ⅰ　法人の概要

１．設置する学校・学部・学科等

（１）帝塚山学院幼稚園 （園長：田中　幸枝）

（２）帝塚山学院小学校 （校長：神原　利浩　）

（３）帝塚山学院中学校 （校長：瀧山　 恵  ）

（４）帝塚山学院高等学校 （校長：瀧山　 恵  ）

（５）帝塚山学院泉ヶ丘中学校 （校長：江口　宗茂）

(６)帝塚山学院泉ヶ丘高等学校 （校長：江口　宗茂）

（７）帝塚山学院大学 （学長：津田　謹輔）

　　　　　学部 リベラルアーツ学部 リベラルアーツ学科

人間科学部 キャリア英語学科
（2020年4月より募集停止）

情報メディア学科
（2020年4月より募集停止）

心理学科

食物栄養学科

　　　　　大学院 人間科学研究科 人間科学専攻

人間科学研究科 臨床心理学専攻（専門職）
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３．学校・学部・学科等の入学定員、学生数の概要

２０２０年５月１日現在

入学定員収容定員 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年以上

人間科学研究科

　　　人間科学専攻 10 20 1 0 1

人間科学研究科（専門職）

　　　臨床心理学専攻 20 40 20 20 40

大学院計 30 60 21 20 0 41

リベラルアーツ学部

　　　リベラルアーツ学科 120 500 190 141 83 51 6 3 474

リベラルアーツ学部計 120 500 190 141 83 51 6 3 474

人間科学部

　　　キャリア英語学科 － 130 49 42 19 4 114

　　　情報メディア学科 － 190 74 40 43 7 2 166

　　　心理学科　 130 560 145 130 117 100 9 2 503

　　　食物栄養学科　管理栄養士課程 80 320 90 79 75 73 6 1 324

　　　食物栄養学科　健康実践栄養士課程 40 160 47 43 21 31 4 1 147

人間科学部計 250 1,360 282 375 295 266 30 6 1,254

大学学部計 370 1,860 472 516 378 317 36 9 1,728

帝塚山学院高等学校 250 750 227 257 256 740

帝塚山学院泉ヶ丘高等学校 280 840 292 285 291 868

帝塚山学院中学校 200 600 258 272 235 765

帝塚山学院泉ヶ丘中学校 160 480 157 155 171 483

帝塚山学院小学校 120 720 115 112 109 110 115 112 673

総定員 （３歳児） （４歳児） （５歳児）

帝塚山学院幼稚園 50 160 50 54 49 153

高等学校以下計 1,060 3,550 1,099 1,135 1,111 110 115 112 3,682

合　　計 1,460 5,470 1,592 1,671 1,489 427 151 121 5,451

高等学校
以下

学部・学科名等
定員 現員

合計

大学院

大学

 ３



（参考）２０２１年５月１日現在

入学定員収容定員 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年以上

人間科学研究科

　　　人間科学専攻 10 20 0

人間科学研究科（専門職）

　　　臨床心理学専攻 20 40 20 20 40

大学院計 30 60 20 20 0 40

リベラルアーツ学部

　　　リベラルアーツ学科 120 490 146 177 131 81 3 2 540

リベラルアーツ学部計 120 490 146 177 131 81 3 2 540

人間科学部

　　　キャリア英語学科 － 80 48 41 3 1 93

　　　情報メディア学科 － 120 69 37 3 2 111

　　　心理学科　 130 540 168 138 113 110 11 1 541

　　　食物栄養学科　管理栄養士課程 80 320 74 88 77 74 8 1 322

　　　食物栄養学科　健康実践栄養士課程 40 160 34 42 42 20 2 4 144

人間科学部計 250 1,220 276 268 349 282 27 9 1,211

大学学部計 370 1,710 422 445 480 363 30 11 1,751

帝塚山学院高等学校 250 750 257 221 253 731

帝塚山学院泉ヶ丘高等学校 280 840 334 288 281 903

帝塚山学院中学校 200 600 279 256 266 801

帝塚山学院泉ヶ丘中学校 160 480 167 156 154 477

帝塚山学院小学校 120 720 114 114 111 108 108 114 669

総定員 （３歳児） （４歳児） （５歳児）

帝塚山学院幼稚園 50 160 53 51 56 160

高等学校以下計 1,060 3,550 1,204 1,086 1,121 108 108 114 3,741

合　　計 1,460 5,320 1,646 1,551 1,601 471 138 125 5,532

注１．）

注２．） 　帝塚山学院大学では２０２０年４月より下記の学科を募集停止。

　　帝塚山学院大学人間科学部キャリア英語学科

　　帝塚山学院大学人間科学部情報メディア学科

高等学校
以下

　帝塚山学院大学では２０１９年４月より入学定員を下記のとおり変更。

　　帝塚山学院大学リベラルアーツ学部リベラルアーツ学科 １３０名から１２０名に変更

　　帝塚山学院大学人間科学部情報メディア学科 　７０名から　５０名に変更

合計

大学院

大学

　　帝塚山学院大学人間科学部キャリア英語学科 　５０名から　３０名に変更

　　帝塚山学院大学人間科学部心理学科

学部・学科名等
定員 現員

１５０名から１３０名に変更

 ４



４．役員・教職員の概要

（１）理事会（2020年度内異動を含む）

■理事 定員：12人以上25人以内　　現員：15人 ※は非常勤

　 理 事 長 野 村 正 朗

常務理事 柏 木 孝 2020/7/1付 常務理事就任

事業理事 萩 原 武

理 事 今 井 幸 子  ※ 2020/5/31付退任      2020/9/10付就任

理 事 江 口 宗 茂

理 事 近 衞 彰  ※ 2021/2/27付退任

理 事 瀧 山 恵

理 事 津 田 謹 輔

理 事 寺 田 千 代 乃  ※

理 事 土 肥 孝 治  ※

理 事 西 川 隆 蔵

理 事 野 村 明 雄  ※

理 事 原 充 弘  ※

理 事 福 田 順太郎  ※

理 事 山 田 昌 子  ※

理 事 山 本 雅 弘  ※

■監事 定員：2人又は3人        　　現員：3人　  ※は非常勤

監 事 三 木 二 良  ※

監 事 本 井 文 夫  ※

監 事 山 根 敬 介  ※

■理事会、理事会常務委員会の開催回数

２０２０年度

理事会：４回

理事会常務委員会：２３回

■理事会、理事会常務委員会の議事内容

別表１参照。

■役員責任賠償保険加入状況

日本私立大学協会の役員責任賠償保険に加入

■役員の責任限定契約締結状況

非業務執行理事（非常勤理事）９名、監事３名が契約を締結

5



（２）評議員会（２０２０年度内異動を含む）

■評議員 定員：30人以上52人以内　　現員：３９人 ※は非常勤

評 議 員 秋 田 悦 子  ※

評 議 員 有 田 太 郎  ※

評 議 員 井 元 成 浩

評 議 員 今 井 幸 子  ※ 2020/5/31付退任      2020/9/10付就任

評 議 員 植 田 宏  ※

評 議 員 岡 本 敏 嗣  ※

評 議 員 柏 木 孝

評 議 員 神 原 利 浩

評 議 員 北 本 暢

評 議 員 木 下 敏 彦  ※

評 議 員 神 山 眞 弓  ※

評 議 員 五 味 義 文  ※

評 議 員 澤 田 朗

評 議 員 須 藤 健 一  ※

評 議 員 砂 野 有 史

評 議 員 竹 内 正 明  ※ 2020/5/30付退任

評 議 員 田 中 幸 枝

評 議 員 谷 正 央  ※

評 議 員 谷 宗 光  ※

評 議 員 田 村 浩

評 議 員 津 田 謹 輔

評 議 員 筒 井 規 子

評 議 員 鶴 崎 裕 雄  ※

評 議 員 中 村 浩 一  ※

評 議 員 西 浦 寿 子  ※

評 議 員 野 村 正 朗

評 議 員 萩 原 武

評 議 員 長 谷 川 正  ※

評 議 員 平 井 啓 一  ※

評 議 員 平 田 康 夫  ※

評 議 員 廣 冨 靖 以  ※

評 議 員 福 原 伸 明

評 議 員 古 川 繁 浩  ※

評 議 員 細 川 博  ※

評 議 員 松 本 隆 司  ※ 2020/5/31付退任      2020/9/10付就任

評 議 員 道 野 充 宏  ※

評 議 員 山 口 多 賀 幸  ※

評 議 員 山 下 章

評 議 員 山 田 昌 子  ※

評 議 員 脇 田 忠 昭  ※

6



■評議員会の開催回数

２０２０年度

評議員会：４回

（３）教職員数（２０２０年５月１日現在）

（教員）

専任 任期制専任 常勤・契約 特任 非常勤 計

帝塚山学院大学 13 2 4

29 7 9 10

1 2 1 10 14

帝塚山学院中学校高等学校 55 13 23 66 157

帝塚山学院泉ヶ丘中学校高等学校 46 23 22 36 127

帝塚山学院小学校 22 12 11 15 60

帝塚山学院幼稚園 3 7 2 12

合計 169 64 73 11 268 585

（職員）

専任 任期制専任 契約・嘱託 派遣 ｱﾙﾊﾞｲﾄ 計

法人本部 13 4 10 5 32

大学狭山キャンパス事務局 8 3 13 4 2 30

大学泉ヶ丘キャンパス事務局 14 5 16 8 4 47

住吉校事務局 8 2 7 6 15 38

泉ヶ丘校事務局 4 1 9 6 4 24

合計 47 15 55 29 25 171

大学院

ﾘﾍﾞﾗﾙｱｰﾂ学部

人間科学部
141 215

7



別表１　①理事会の審議事項

開催年月日 監事の出席 議事内容

第１号議案：２０１９年度事業報告および決算の件

第２号議案：理事の競業取引等 承認の件

第３号議案：常務理事 選任の件

第４号議案：学長選考会議委員 選任の件

第５号議案：大学名誉教授称号 授与の件

第６号議案：役員候補者選考委員会規程 一部変更の件

第７号議案：理事会常務委員会規程 一部変更の件

第８号議案：就業規則 一部変更の件

第９号議案：大学学則 一部変更の件

第１号議案：評議員 選任の件

第２号議案：理事 選任の件

第１号議案：２０２０年度補正予算の件

第２号議案：幼稚園園長、小学校校長、泉ヶ丘中学校高等学校校長 退任および選任の件

第３号議案：幼稚園副園長、小学校教頭、泉ヶ丘中学校高等学校 副校長、教頭 退任および選任の件

第４号議案：中学校高等学校学則 一部変更の件

第５号議案：利益相反取引 承認の件

第６号議案：大学狭山キャンパス 売却の件

第１号議案：２０２１年度 事業計画、当初予算、第二次中期計画の件

第２号議案：大学 学部長、基盤教育機構長 退任および選任の件

第３号議案：理事、評議員 辞任、退任および選任の件

第４号議案：各設置学校学則 一部変更の件（幼稚園、泉ヶ丘中学校、泉ヶ丘高等学校、大学、大学院）

第５号議案：学内諸規程 制定、廃止および一部変更の件

第６号議案：役員責任賠償保険 契約更新の件

令和２年１０月２３日 有

令和３年３月２５日 有

令和２年６月２５日 有

令和２年９月１０日 有

 ８



別表１　②理事会常務委員会の議事内容

回数 開催年月日 議事内容

報告事項

教職員人事関係

学長選考会議委員 選任について

大学管理職員・役職員の職務に関する規程 一部変更について

給与規程の一部変更について

報告事項

教職員人事関係

大学名誉教授称号授与について

報告事項

教職員人事関係

理事会常務委員会開催日程について

学院運営における業務執行体制と権限について

組合関係

報告事項

理事の競業取引等承認について

２０１９年度事業報告および決算について

理事会常務委員会規程、 役員候補者選考委員会規程 、就業規則、大学学則一部変更について

教職員人事関係

報告事項

教職員人事関係

理事会常務委員会規程の一部変更について

知的財産に関する諸規程の制定について

６月２５日開催 理事会、６月２６日開催 評議員会の議案について

学内構成員から新型コロナウイルス感染者（疑いを含む）が発生した場合の連絡体制について

報告事項

教職員人事関係

報告事項

学院創立100周年記念奨学金 奨学生の選考について（２０２０年度前期分）

２０２０年度 補正予算編成について

長期臨時休校に伴う今後の学校行事予定

在籍生もしくは教職員が新型コロナウイルスに感染した場合の対応について

学院各種委員会委員について

報告事項

教職員人事関係

管理職向けパワハラ研修の開催について

令和2年7月2日
2020年度
第6回

令和2年7月30日
2020年度
第8回

令和2年7月16日

令和2年4月9日
2020年度
第1回

2020年度
第7回

令和2年5月14日
2020年度
第2回

令和2年5月28日
2020年度
第3回

令和2年6月18日
2020年度
第5回

令和2年6月11日
2020年度
第4回
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別表１　②理事会常務委員会の議事内容

回数 開催年月日 議事内容

報告事項

教職員人事関係

臨時評議員会、臨時理事会の議案について

民法改正に伴う入学時の誓約書・連帯保証書の様式について

２０２０年度事業計画 中間報告について［依頼］

学院各種委員会委員について

次期 中期計画の骨子（案）について

報告事項

教職員人事関係

報告事項

教職員人事関係

中学校高等学校学則 一部変更について

今後の理事会常務委員会開催日程について

報告事項

教職員人事関係

２０２０年度補正予算について

育児休業規程の一部変更について

利益相反取引 承認の件

１０月２２日開催 評議員会、１０月２３日開催 理事会の議案について

報告事項

教職員人事関係

２０２０年度 補正予算について

大学狭山キャンパスの売却について

報告事項

教職員人事関係

報告事項

教職員人事関係

理事会常務委員会が推薦する
２０２０年度 教育後援会顧問ならびに幹事（案）について

報告事項

教職員人事関係

報告事項

教職員人事関係

「育児休業に関する規程」「介護休業に関する規程」の変更について

２０２１年度 当初予算の編成について

次期中期計画の策定について

2020年度
第10回

令和2年9月10日

令和2年11月26日
2020年度
第16回

2020年度
第14回

令和2年10月29日

令和2年12月3日
2020年度
第17回

令和2年9月24日

2020年度
第12回

令和2年10月15日
2020年度
第13回

令和2年11月12日
2020年度
第15回

令和2年8月27日
2020年度
第9回

令和2年10月8日

2020年度
第11回
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別表１　②理事会常務委員会の議事内容

回数 開催年月日 議事内容

報告事項

教職員人事関係

幼稚園園則 一部変更について

２０２１年５月までの理事会常務委員会関係日程（案）について

２０２２年３月までの理事会、評議員会 日程（案）について

２０２１年度から５年間の「第２次中期計画」およびその初年度となる「２０２１年度 事業計
画」の作成及び提出について

報告事項

教職員人事関係

大学学則 一部変更について

今後の理事会、評議員会 日程について

報告事項

教職員人事関係

報告事項

教職員人事関係

大学院学則、幼稚園園則 一部変更について

２０２０年度 事業報告書作成、中期計画進捗状況報告について

「財政健全化計画」について

報告事項

教職員人事関係

泉ヶ丘中学校高等学校 学則、一部変更について

学内諸規程の制定、廃止、一部変更について

アルバイト職員規程の制定および無期雇用契約への転換ルールについて

２０２０年度決算に係る書類の提出について

報告事項

教職員人事関係

学内諸規程の一部変更について

３月２４日開催 評議員会、３月２５日開催 理事会の議案について

４月以降の理事会常務委員会開催日程（案）について

入学式における新型コロナウイルス対策について

役員賠償責任保険加入の更新について

報告事項

基盤教育機構長 重任について

教職員人事関係

２０２１年度事業計画および当初予算、第二次中期計画について

３月２４日開催 評議員会、３月２５日開催 理事会の議案について

2020年度
第23回

令和3年3月11日

令和3年3月18日
2020年度
第24回

2020年度
第20回

令和3年1月28日

2020年度
第19回

令和3年1月14日

令和2年12月17日
2020年度
第18回

令和3年2月18日
2020年度
第21回

令和3年3月4日
2020年度
第22回
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Ⅱ 法人事業の概要 

 

１ 本学院の状況 

 

学校法人帝塚山学院は、１９１７（大正６）年４月の小学校開校以来、「力の教育」

を掲げ、「意志の力」、「情の力」、「知の力」、「躯幹の力」を学院の中で鍛え上げると

いう全人教育の理念のもと、社会で活躍できる人物への育成に邁進し、幼稚園から大

学院まで８つの設置校を擁する関西屈指の総合学園をめざして、日々努力を積み重ね

ているところであります。こうした取り組みもひとえにみなさま方のお力添えの賜物

と深く感謝申し上げます。 

 

本学院では学院創立１００周年にあたる２０１６（平成２８）年度を契機として第

一次中期計画（２０１６年度から２０２０年度まで）を作成し、P（計画）→D（実

行）→C（評価）→A（改善）サイクルの考えのもと、学院全体が改革にむけて取り

組んできました。まず、学院のミッションを「Ⅰ 帝塚山学院を本来の『品格ある由

緒正しい名門私学』に」「Ⅱ 建学の精神への原点回帰（『意志の力』『情の力』『知の

力』『躯幹の力』を備えた人物の育成、自学主義『教える』から『学ばしめる』）」と

し、それを実現するための改革の基本方針は、「Ⅰ 危機感の共有」「Ⅱ ３つの力の

強化（①教育力、②組織力、③財務基盤力）」「Ⅲ 『一貫校』から『総合学園』への

転換」といたしました。 

教職員に向けては、各年度に取り組む事項を 

２０１６年 創立１００周年 

２０１７年 改革元年（選ばれる学校にならなければ生き残れない） 

２０１８年 教学と経営の一体改革 

２０１９年 教育の質保証と健全な財務体質作り 

２０２０年        〃 

と掲げ、学院一丸となって努めたところです。 

 

ところが、２０２０（令和２）年度は第一次中期計画の集大成の年度ということで

したが、想像を絶する出来事として新型コロナウイルス感染症の感染まん延、それに

伴う緊急事態宣言がなされ、かつて経験のない感染対策や長期間にわたる臨時休校、
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休校分の授業時間数の確保、リモート授業の始動等、想定外の対応に日々追われるこ

とになりました。そのような状況ではありましたが、教育の質的向上を図り、真の「力」

のある人材の育成をめざして、さらなる教育環境の充実を図るべく、学びを継続して

まいりました。 

コロナ禍における２０２０年度 各設置学校 教育トピックスを以下のとおり、まと

めました。 

 

幼稚園では、昨年春の緊急事態宣言下では３００本を超える動画を配信するなど、

数多くの動画を駆使して学びを展開しました。動画は、楽しみながら学習できるもの、

遊戯や手遊びから幼稚園の雰囲気やお友達の様子がわかるものなど教員が工夫し、園

児が退屈しないように、様々なタイプを用意しました。 

 

小学校では、昨年春の緊急事態宣言による休校中は、学習面・生活面でのサポート

を徹底しました。特に学習面では、担任と児童が課題やメッセージのやり取りを行う

など、デジタルシステムを効果的に使用しながら学習を進めています。生活面では、

クラスごとにスケジュールを組み、各家庭に電話をかけ、児童一人ひとりのコミュニ

ケーションを大切にし、精神的なケアに努めています。児童には、健康チェック表を

配布し、登校日に確認することで体調を把握しました。 

 

 泉ヶ丘中学校高等学校では、ココロの学校２０２０を開校しました。困難や逆境か

らどう立ち上がっていくかを学んでほしいとの思いから生まれたのが「ココロの学校」

です。今回は、生まれつき片方の目が不自由で、中学生の頃、もう一方の目も見えに

くくなり、数年で全盲となった落語家 桂 福点 氏をお招きしました。 

さまざまなことを我慢せざるを得なかった生徒たちにとって、この９０分間はとび

きりのプレゼントになったのではないかと思われます。 

 

中学校高等学校では、笑顔ある暮らしを目指して、シトラスリボン運動に参加しま

した。新型コロナウイルスに感染した方や医療従事者等に対する心ない誹謗中傷が社

会問題となる中、グループごとに大阪府内の病院・薬局・老人ホーム・スーパー・レ

ストランなどを調べ、プロジェクトの趣旨を書いたメッセージを添えて、１つずつ心
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を込めて作ったシトラスリボンを贈りました。 

 

大学では、昨年春の緊急事態宣言下では、迷いながらも全授業を遠隔化しました。

一口に遠隔授業と言っても形態はさまざまで、講義を生中継するリアルタイム形式の

ものもあれば、録画しておいたものを配信するオンデマンド形式、パワーポイントな

どで作成した資料にナレーションを付けて展開するというパターンや、教員と学生に

よるチャットスタイルもありました。大学ではあえて統一せず、担当教員一人ひとり

に任せたことで、個性が反映された大学らしいバラエティー豊かな授業展開となりま

した。 

また、学びを止めないために、全学生に対して「遠隔授業支援特別奨学金（一律３

万円）」を支給したほか、奨学金の枠を拡大するなど、経済的な面からのサポートも

行いました。 

さらに、２０２０（令和２）年度は大学キャンパス統合事業を終える年でありまし

た。大学狭山キャンパス売却に関して、本法人の意向は医療・介護、教育研究機関へ

の売却、校舎・図書館・茶室等の有効活用でしたが、意向に沿った形での条件で売買

契約を締結することができました。 

 

２０２１（令和３）年度の本学院の入学者募集状況は、一昨年度、昨年度に引き続

き幼稚園から大学院まですべての設置校が入学募集定員を充足することができまし

た。これは、前述の各学校での教育面における取組が社会からの一定の評価や期待を

得ていることの成果であるとともに、コロナ禍の中、少人数での入試説明会を複数回

に分けて開催するなど、感染防止対策を徹底しながら入学者獲得のために、募集活動

をきめ細かく、地道に行ってきたことが実を結んだことであると考えております。 

 

２１世紀における学院を益々発展させるため、改革を続けてまいる所存です。 
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満
了
に
伴
う
改
選
 

（
２
）
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
・
機
能
の
強
化
 

①
 
監
事
の
役
割
強
化

 
・
 
監
事
監
査
基
準
の
作
成
 

・
 
内
部
監
査
体
制
整
備
の
準
備
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１
．
２
０
２
０
年
度
事
業
報
告
（
法
人
本
部
）
 

２
．
組
織
力
の
強
化
 

実
施
目
標
・
計
画
 

具
体
的
取
組
 

（
３
）
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
確
立

 
 

①
 
学
院

I
C
T
環
境
の
改
善
 

・
 
学
院
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
 

 
 
 
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
の
対
象
と
な
る
端
末
に
つ
い
て
、
教
職
員
端
末
の
配
布
及
び
管
理
体

制
を
構
築
完
了
 

・
 
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
構
築
 

 
 
 
 
本
部
へ
の
サ
ー
バ
ー
集
約
、
及
び
ク
ラ
ウ
ド
利
用
な
ど
を
進
め
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
及
び
Ｂ

Ｃ
Ｐ
対
策
を
実
施
 

各
部
の

I
C
T
調
達
・
導
入
に
対
し
て
支
援
を
行
う
体
制
を
構
築
済
 

②
 
安
否
確
認
シ
ス
テ
ム
の
円
滑
な
運
用
 

③
 
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
広
報
へ
の
対
応
 

④
 
感
染
症
対
策
 

・
 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
に
関
す
る
文
部
科
学
省
、
大
阪
府
等
公
的
機
関
の
通
知
を
早
急

に
各
部
へ
周
知
す
る
と
と
も
に
、
陽
性
者
確
認
時
は
保
健
所
に
よ
る
疫
学
調
査
等
を
現
場
教
員
管

理
職
と
協
働
に
よ
り
対
応
 

（
４
）
人
事
制
度
の
見
直
し
、
改
善
 

①
 
同
一
労
働
同
一
賃
金
へ
の
対
応
 

・
 
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
正
規
労
働
者
と
非
正
規
労
働
者
の
待
遇
差
の
改
善
を
図
る
 

②
 
高
以
下
教
員
の
勤
務
時
間
管
理
の
徹
底
と
効
率
化
 

・
 
時
間
管
理
シ
ス
テ
ム
の
活
用
と
長
時
間
勤
務
者
の
削
減
 

③
 
事
務
職
員
の
人
事
評
価
制
度
の
確
立
 

・
 
評
価
者
研
修
の
開
催
 

・
 
2
0
2
0
年
度
の
評
価
を

2
0
2
1
年

度
に
反
映
 

④
 
教
員
の
人
事
評
価
制
度
の
導
入
 

・
 
小
学
校
・
中
学
校
高
等
学
校
教
員
の
評
価
制
度
の
検
討
 

・
 
大
学
教
員
の
評
価
反
映
方
法
の
検
討
 

2
0
2
0
年
度
の
評
価
を

2
0
2
1
年
度
に
反
映
 

 
・
幼
稚
園
教
員
の
評
価
反
映
方
法
の
検
討
 

2
0
2
0
年
度
の
評
価
を

2
0
2
1
年
度
に
反
映
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１
．
２
０
２
０
年
度
事
業
報
告
（
法
人
本
部
）
 

２
．
組
織
力
の
強
化
 

実
施
目
標
・
計
画
 

具
体
的
取
組
 

（
５
）
事
務
組
織
の
円
滑
な
運
営
 

①
 
法
人
本
部
の
体
制
見
直
し
 

・
 
情
報
シ
ス
テ
ム
セ
ク
シ
ョ
ン
を
新
設
 

2
0
1
9
年

度
に

財
務

部
I
C
T
課

を
設

置
 

・
 
本
部
事
務
局
の
体
制
強
化
 

 
 
 
 
事
務
職
員
の
異
動
（
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
）
を
図
り
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
確
立
す
る
 

・
 
職
員
研
修
体
系
の
充
実
を
図
る
 

私
学
事
業
団
、
大
学
協
会
、
私
学
経
営
者
協
議
会
の
私
学
研
究
会
の
研
修
を
、
幅
広
い
職
員
を

対
象
に
し
て
参
加
さ
せ
る
 

②
 
職
員
全
体
を
対
象
と
し
た
研
修
制
度
を
作
成
 

・
 
新
任
管
理
職
研
修
、
新
任
教
職
員
研
修
・
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
実
施
 

（
６
）
知
名
度
向
上
の
た
め
の
広
報
戦
略
 

①
 
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
活
動
 

・
 
各
設
置
校
に
情
報
提
供
担
当
者
を
配
置
 

・
 
情
報
収
集
フ
ロ
ー
を
策
定
 

・
 
ス
イ
ー
ツ
心
理
学
（
大
学
）、

シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
（
中
高
）
な
ど
が
複
数
の
メ
デ
ィ
ア
に
掲
載
 

②
 
ペ
イ
ド
メ
デ
ィ
ア
広
報
 

・
 
既

存
媒

体
（

朝
日

新
聞

、
南

海
電

車
、

阪
堺

電
軌

）
は

継
続

を
ベ

ー
ス

に
出

稿
パ

タ
ー

ン
や

内
容

を
再
検
討
 

 
 

 
 
交

通
媒

体
は
継
続

し
た

が
、
コ

ロ
ナ

の
影
響

に
よ

り
イ
ベ

ン
ト

告
知
目

的
の

新
聞
広

告
は

出
稿

数
を
削
減
 

・
 
新
規
媒
体
出
稿
の
検
討
 

③
 
オ
ウ
ン
ド
メ
デ
ィ
ア
広
報
 

・
 
「

帝
塚

山
学

院
通

信
」

2
3
号

発
行

 
巻
頭
企
画
に
て
学
院
経
営
層
と
鈴
木
寛
元
文
科
副
大
臣
と
の
対
談
企
画
を
掲
載
 

・
 
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ア
ル
実
施
 

（
７
）
帝
塚
山
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
 

①
 
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
同
窓
会
、
教
育
後
援
会
）
と
の
関
係
強
化
 

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
就
職
支
援
会
、
「
ま
つ
か
さ
応
援
募
金
」
の
積
極
的
な
協
力
依
頼
は
行
わ
ず
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１
．
２
０
２
０
年
度
事
業
報
告
（
法
人
本
部
）
 

３
．
財
務
基
盤
力
の
強
化
 

実
施
目
標
・
計
画
 

具
体
的
取
組
 

（
１
）
増
収
策
 

①
 
学
費
の
計
画
的
な
改
定
 

・
 
他
法
人
の
学
費
設
定
方
法
を
参
考
に
改
定
を
検
討
 

 
 
 
幼
稚
園
で
は

2
0
2
1
年
度
よ
り
安
全
衛
生
管
理
費
を
導
入
 

②
 
積
極
的
な
補
助
金
の
獲
得
 

・
 
経
常
費
補
助
金
等
学
校
向
け
の
補
助
金
に
加
え
、
省
エ
ネ
等
各
種
補
助
金
の
調
査
 

③
 
寄
付
金
募
集
 

・
 
コ
ロ
ナ
禍
の
と
こ
ろ
寄
付
総
額
は
対
前
年
比
プ
ラ
ス
 

（
２
）
節
減
策
 

①
 
組
織
の
計
画
的
･
効
率
的
配
置
 
編
成
 

・
 
教

職
員

の
年

齢
構

成
を

考
慮

し
た

採
用

を
実

施
し

、
各

設
置

校
ご

と
の

収
支

バ
ラ

ン
ス

の
取

れ
た

人
件
費
比
率
を
目
指
す
と
と
も
に
、
適
正
数
の
採
用
を
実
施
 

②
 
時
間
外
勤
務
の
削
減
 

・
 
各
校
園
で
の
働
き
方
改
革
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
開
催
を
継
続
 

 
 
 
教
員
の
時
間
外
勤
務
は
減
少
傾
向
 

大
学
の
１
キ
ャ
ン
パ
ス
化
作
業
等
に
よ
り
、
大
学
職
員
の
残
業
が
増
加
 

③
 
経
費
の
節
減
 

・
 
入
試
状
況
を
踏
ま
え
た
奨
学
費
の
見
直
し
 

・
 
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
の
統
合
後
の
固
定
費
削
減
計
画
の
立
案
 

（
３
）
業
務
の
効
率
化
 

①
 
全
教
職
員
利
用
の
グ
ル
ー
プ
ウ
エ
ア
の
立
案
 

・
 

大
学
及
び

職
員

が
利
用

し
て

い
る
グ

ル
ー

プ
ウ
ェ

ア
と

、
高
以

下
各

部
で
利

用
し

て
い
る

グ
ル

ー
プ
ウ
ェ
ア
を
統
合
 

②
 
予
算
執
行
申
請
方
法
に
見
直
し
 

・
 
経
費
精
算
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討
 

③
 
人
事
記
録
の
シ
ス
テ
ム
化
 

・
 
人
事
記
録
表
、
契
約
書
の
管
理
等
の
適
正
化
を
図
る
 

 
2
0
1
9
年

1
0
月
中
に
デ
ー
タ
の
整
合
性
を
検
証
し
、
2
0
1
9
年

1
2
月
中
に
稼
動
 

 
 
 
そ
れ
を
基
に
速
や
か
な

D
a
t
a
の
提
供
、
運
用
を
実
施
す
る
 

④
 
タ
イ
ム
カ
ー
ド
及
び
時
間
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
及
び
定
着
 

・
 
労
働
時
間
の
客
観
的
な
把
握
及
び
事
務
処
理
の
効
率
化
 

住
吉
・
泉
ヶ
丘
中
高
へ
の
時
間
管
理
シ
ス
テ
ム
導
入
は

2
0
2
0
年

4
月
 

⑤
 
労
基
署
へ
の
届
出
の
電
子
申
請
化

 
・

 
就
業
規
則
変
更
、

36
協
定
届
出
の

W
eb

化
 
→
 

20
20

年
4
月
よ
り
対
応
済

 
⑥
 
業
務
フ
ロ
ー
に
よ
る
業
務
の
可
視

化
 

・
 
現
状
の
業
務
の
流
れ
と
問
題
点
の
分
析
 
→
 
2
0
2
0
年

1
2
月
に
業
務
フ
ロ
ー
完
成

 
（
４
）
中
長
期
修
繕
計
画
の
策
定
 

①
 
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
長
期
修
繕
計
画
策
定
に
必
要
と
な
る
修
繕
必
要
箇
所
の
調
査
完
了
 

②
 
管
財
課
長
を
配
置
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２
．
２
０
２
０
年
度
事
業
報
告
（
幼
稚
園
）
 

１
．
教
育
力
の
強
化
 

実
施
目
標
・
計
画
 

具
体
的
取
組
 

（
１
）
教
育
内
容
の
改
革
（
教
育
の
質
の
保
証
）

 
①
 
体
験
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
保
育
の
確
立

 
・
 
就
学
ま
で
に
必
要
と
さ
れ
る
「
育
て
た
い

10
の
姿
」
を
育
む
独
自
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
確
立

 
②
 
英
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
継
続

 
 
・
 
年
少
か
ら
年
長
ま
で
外
国
人
講
師
に
よ
る
英
語
指
導
の
継
続

 
③
 
運
動
能
力
・
体
力
の
向
上

 
 
・
 
朝
・
昼
１
０
分
間
の
「
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
タ
イ
ム
」
の
継
続
、
２
学
期
「
縄
跳
び
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
」
の
継
続

 
 
・
 
総
合
遊
具
の
活
用

 
④
 
表
現
力
・
語
彙
力
の
向
上

 
 
・
 
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・
貸
し
出
し
に
よ
る
「
こ
と
ば
」
の
表
現
力
指
導
。
目
標
と
し
て
読
み

聞
か
せ
年
間
「
１
５
０
冊
」

 
⑤
 
し
つ
け
教
育
の
向
上

 
 
・
 
挨
拶
、
お
礼
、
お
箸
・
鉛
筆
・
は
さ
み
の
使
い
方
指
導

 
⑥
 
食
育
活
動
の
更
な
る
充
実

 
 
・
 
「
体
感
す
る
」
を
テ
ー
マ
に
食
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

 
⑦
 
保
育
実
践
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
研
究

 
 
・
 
脳
科
学
と
保
育
の
関
連
研
究
を
継
続

 
・
 
「
１
０
の
姿
」
を
育
む
保
育
活
動
の
研
究

 
⑧
 
安
全
教
育
の
充
実

 
 
・
 
災
害
時
の
単
独
避
難
行
動
教
育
の
充
実
緊
急
地
震
速
報
受
信
シ
ス
テ
ム
活
用

 
 
 
 

【
避

難
訓

練
】
年

２
回

 
５

月
・
１

１
月

実
施

、
【
防

災
訓

練
】
年

３
回

 
６

月
・
９

月
・
１

月
実

施
 

【
点

検
】
１

学
期

・
２

学
期

に
実

施
 

（
２
）
園
児
支
援
改
革
（
進
路
進
学
に
つ
い
て
）

 
 

①
 
内
部
進
学
率
の
向
上
 

・
 
保
護
者
と
の
関
係
強
化
と
小
学
校
と
の
連
携
強
化
に
注
力
し
、
内
部
進
学
の
高
位
安
定
を
持
 
 

続
 

②
 
進
学
説
明
会
の
時
期
や
回
数
に
つ
い
て
、
小
学
校
と
連
携
し
効
果
的
な
日
程
を
決
定

 
③
 
課
外
教
室
の
満
足
度
検
証

 
・
 
現
在
開
講
中
の
５
教
室
の
成
果
を
把
握
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２
．
２
０
２
０
年
度
事
業
報
告
（
幼
稚
園
）
 

１
．
教
育
力
の
強
化
 

実
施
目
標
・
計
画
 

具
体
的
取
組
 

（
３
）
指
導
力
向

上
の
為
の
改
革

 
 

①
 
園
内
研
修
の
充
実

 
 
・
 
教
員
に
よ
る
保
育
実
践
事
例
研
修
を
年
２
回
実
施

 
②
 
教
員
の
救
命
技
能
の
向
上

 
・
 
普
通
救
命
講
習
を
８
月
に
実
施
、
全
教
員
受
講
 

（
４

）
家
庭

と
の

連
携

・
子

育
て

支
援

 
①
 
家
庭
の
子
育
て
力
の
向
上

 
 
保
護
者
の
子
育
て
の
悩
み
や
不
安
の
軽
減
を
支
援

 
②
 
満
３
歳
児
以
下
の
子
ど
も
の
受
入
れ
を
検
討

 

 

２
．
組
織
力
の
強
化
 

実
施
目
標
・
計
画
 

具
体
的
取
組
 

（
１

）
組
織

・
運

営
基

盤
の

改
革

 
①
 
教
員
の
強
化
 

②
 
勤
務
時
間
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
 

・
 
適
切
な
人
員
配
置
の
実
施

 
就
職
説
明
会
へ
の
参
加
、
人
材
紹
介
へ
の
積
極
的
ア
プ
ロ
ー
チ

 
③
 
担
任
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施

 
・
 
各
学
年
に
専
任
担
任
補
助
の
配
置

 
④
 

慢
性
的
過
重
労
働
・
教
員
不
足
の

回
避

 
・
 

人
材
紹
介
な
ど
を
積
極
的
に
利

用
し
、

即
戦

力
と

な
る

教
員

採
用

の
実

現
 

・
 

ア
ル
バ
イ
ト
教
員
有
期
雇
用
制

度
の
検

討
 

・
 

専
任
教
員
の
適
切
な
配
置
。

 
各
学
年
に
即
戦
力
と
な
る
専

任
教

員
１

名
を

補
助

と
し

て
配

置
を

実
現

。
 

・
 

教
育
職
契
約
職
員
の
待
遇
改

善
 

（
２

）
人
事

制
度

改
革

 
①
 
人
事
考
課
制
度
導
入
へ
の
検
討

 
・
 
個
々
の
教
員
の
役
割
や
目
標
を
明
確
に
伝
え
理
解
を
求
め
る

 
・
 
目
標
達
成
の
為
の
具
体
的
行
動
を
確
認

 
年
間
３
回
の
面
談
を
実
施
目
標

 
・
 
各
教
員
が

P
D

C
A
サ
イ
ク

ル
を
意
識
し
た
計
画
や
実
践
結
果
な
っ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
。

 
②
 

自
己
点
検
シ
ー
ト
の
活
用

 
・
 

項
目
別
評
価
と
す
る
自
己
点

検
シ

ー
ト

の
活

用
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２
．
２
０
２
０
年
度
事
業
報
告
（
幼
稚
園
）
 

３
．
財
務
基
盤
力
の
強
化
 

実
施
目
標
・
計
画
 

具
体
的
取
組
 

（
１

）
安
定

的
財

政
基

盤
の

確
立

 

 

①
 
定
員
の
確
保

 

・
 
魅
力
の
あ
る
幼
稚
園
説
明
会
の
実
施
。

 

 
・
 
定
期
的
塾
訪
問
等
、
接
触
者
数
増
加
に
向
け
て
の
努
力

 

 
・
 
転
入
園
児
の
積
極
的
受
入

 

②
 
特
別
協
力
金
納
付
率
の
向
上

 

・
 
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
お
い
て
、
特
別
協
力
金
の
協
力
と
理
解
を
求
め
る

 

・
 
ま
つ
か
さ
応
援
募
金
へ
の
協
力
依
頼

 

（
２
）
本
園
の
教
育
に
共
感
す
る
家
庭
、
園
児
の
確
保

 
①
 
ど
ん
ぐ
り
ク
ラ
ブ
入
会
者
確
保

 
・
 
目
標
を
確
保

 
②
 
改
革
内
容
の
広
報
 

・
 
保
護
者
層
か
ら
の
情
報
収
集
を
活
用
し
、
動
画
な
ど

W
eb

広
告
の
充
実
強
化

 
③
 
未
就
園
児
対
象
イ
ベ
ン
ト
の
見

直
し
と
充
実
 

・
 
説
明
会
開
催
回
数
を
増
 

 
・
 
園
庭
開
放
の
周
知
を
徹
底
 

④
 
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
（
学
校
評

価
）
満
足
度
ア
ッ
プ

 
・
 
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
満
足

度
を
計
測
す
る
と
と
も
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
に
対
す
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
の
定
着

 
⑤
 
保
育
環
境
の
充
実

 
・
 

I
C
T
機
器
を
利
用
し
た
保
育
活
動
の
充
実

 
・
 
自
園
給
食
の
実
施
に
向
け
た

準
備

 

（
３

）
入
試

制
度

の
検

証
・

改
善

 
①
 
３
年
保
育
受
験
児
の
受
験
負
担
の
軽
減

 
・
 
ど
ん
ぐ
り
ク
ラ
ブ
の
周
知
を
継
続

 

（
４
）
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
の
整
備
 

①
 
質
の
高
い
保
育
環
境
を
提
供
し
、
園
児
募
集
へ
の
直
結

 
・
 
保
育
室
な
ど
必
要
箇
所
の
改
修
 

・
 
地
震
対
策
を
引
き
続
き
実
施
 

・
 
園
庭
菜
園
部
分
の
美
化
と
整
備
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３
．
２
０
２
０
年
度
事
業
報
告
（
小
学
校
）
 

１
．
教
育
力
の
強
化
 

実
施
目
標
・
計
画
 

具
体
的
取
組
 

（
１
）
教
科
指
導
力
の
向
上

 
①
 
教
科
指
導
力
の
向
上

 
・
 

学
力

育
成

の
具

体
化

、
恊

働
学

習
の

展
開

 
・
 

主
体

的
・
対

話
的

で
深

い
学

び
を

実
現

す
る

た
め

の
学

習
過

程
の

創
出

と
計

画
的

研
修

の
実

施
 

・
 
シ
ラ
バ
ス
の
作
成
と
教
材
開
発

 
・
 

併
設

中
学

校
の

入
試

問
題

の
分

析
と

共
有

 
②
 
担
任
の
学
級
経
営
力
の
向
上
 

・
 
教
員
研
修
の
継
続
（
初
任
者
研
修
、
各
科
目
授
業
研
修
、
新
人
教
員
育
成
計
画
の
立
案
）
 

（
２
）
教
員
の
質
の
向
上

 
①
 
担
任
の
学
級
経
営
力
の
向
上

 
・
 
教
員
の
教
科
指
導
力
の
向
上

 
専
科
制
を
よ
り
強
化
し
、
高
学
年
に
お
い
て
は
、
担
任
の
国
語
・
算
数
力
の
強
化
を
図
る

 
・
 
学
級
経
営
力
の
向
上

 
専
科
教
員
の
小
免
許
取
得
促
進
。
初
任
者
研
修
の
充
実

 
 
・
 
教
員
研
修
の
継
続

 
（
３
）
児
童
の
学
力
向
上
、
進
路
指
導
へ
の
取
組
強
化
 

①
 
学
力
向
上
へ
の
取
組

 
・
 
現
在
あ
る
学
力
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
の
強
化
と
実
践

 
放
課
後
補
習
（
全
学
年
）
、
国
算
の
習
熟
度
別
・
少
人
数
授
業
、
長
期
休
暇
の
講
習
会
の
現
状
の

強
化
…
人
員
の
増
加
や
教
材
の
作
成
等
。

 
・
 
独
自
の
「
基
礎
学
力
表
」
の
活
用

 
 
 
 
2
01
9
年
度
完
成
し
た
、
模
試
結
果
を
利
用
し
た
「
基
礎
学
力
の
目
安
表
」
を
さ
ら
に
普
及

 
・
 
「
学
力
向
上
教
材
」
の
作
成
と
実
施

 
小
一
か
ら
、
ス
ロ
ー
ラ
ー
ナ
ー
用
に
「
家
庭
用
教
材
」
を
作
成
、
配
布

 
・
 
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｃ
の
参
加
促
進
と
充
実

 
②
 
学
力
情
報
の
増
加

 
・
 
外
部
模
試
結
果
の
分
析
と
情
報
共
有

 
 
・
 
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
内
容
充
実

 
 
・
 
漢
字
検
定
の
活
用
強
化

 
③
 

IC
T
教
育
の
強
化

 
・

 
2
0
2
1
年

度
の

一
人

一
台

Ｉ
Ｃ

Ｔ
機

器
の

所
持

の
実

施
に

向
け

て
の

準
備

 
 
・
 
教
員
の
実
践
研
究

 
・
 

In
n

ov
at

io
n

S
tu

di
es

の
確
立

と
発
展
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３
．
２
０
２
０
年
度
事
業
報
告
（
小
学
校
）
 

１
．
教
育
力
の
強
化
 

実
施
目
標
・
計
画
 

具
体
的
取
組
 

（
４
）
道
徳
科
目
 

①
「
道
徳
」
科
目
の
確
立
 

・
 
帝
塚
山
学
院
の
「
道
徳
」
科
目
の
策
定
 

「
道
徳
」
を
身
近
に
考
え
る
「
独
自
性
」
を
追
究
 

（
５
）
英
語
教
育
の
強
化
 

 
①
 
英
語
教
育
の
強
化
・
目
標
設
定
 

・
 
英
語
教
育
の
達
成
目
標
の
策
定
 

T
O
E
F
L
 
p
r
i
m
a
r
y
 
S
T
E
P
1
に
よ
る
英
語
力
の
数
値
化
と
可
視
化
。
指
導
の
方
向
性
を
定
め
る
・
 

・
 
T
O
E
F
L
P
r
i
m
a
r
y
の
受
験
対
策
の
構
築
 

３
年
生
３
学
期
よ
り
年
２
回
計
６
回
の
実
施
。
授
業
内
で
受
験
を
見
据
え
た
教
材
も
扱
い
、
成

績
向
上
を
目
指
す
 

・
 
分
割
指
導
の
強
化
 

１
年
生
時
よ
り
、
読
み
書
き
ク
ラ
ス
で
分
割
授
業
を
行
う
。
 

②
 
本
科
英
語
と

T
S
S
と
の
連
携
 

・
 
学
院
小
学
校
優
先
・
内
外
定
員
の
明
確
化
 

・
 
実
践
的
英
語
力
の
習
熟
 

・
 
T
S
S
の
指
導
経
験
者
の
英
語
教

諭
へ
の
採
用
 

（
６
）
キ
ャ
リ
ア
教
育
 

①
 
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
と
精
査
 

（
７
）
新
科
目
に
も
対
応
す
る
教
室
整
備
 

①
 
ク
ラ
ス
教
室
の
整
備
 

・
 
新
科
目
（
特
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
）
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
教
室
を
長
期
計
画
で
整
備
 

（
８
）

生
活
指
導
の
強
化

 
 

①
 
生
活
指
導
の
強
化
 

・
 
「
人
間
力
」
「
生
活
力
」
を
高

め
る
指
導
の
体
系
化
・
強
化
（
生
活
指
導
）
 

・
 
い
じ
め
防
止
対
策
の
強
化
 

い
じ
め
対
策
委
員
会
を
中
心
に
、
組
織
的
対
応
が
で
き
る
体
制
の
強
化
 

・
 
学
校
生
活
支
援
会
議
や
、
教
員
間
の
連
絡
に
よ
る
、
児
童
に
関
す
る
情
報
共
有
の
徹
底
 

・
 
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
連
携
強
化
 

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
定
期
的
な
会
議
に
よ
る
、
指
導
方
針
の
共
有
化
 

（
９
）

学
校
行
事
の
見
直
し
と
強
化

 
①
 
各
行
事
の
確
認
と
検
証
・
保
護
者
の
満
足
度
の
向
上
 

・
 
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
利
用
し
、
保
護
者
か
ら
の
満
足
度
や
不
満
を
吸
い
上

げ
、
修
正
・
実
践
。
臨
海
学
舎
に
関
し
て
は
、
低
学
年
の
授
業
日
数
確
保
の
た
め
に
、
２
学
期
の

早
期
開
始
を
検
討

 
 
保
護
者
か
ら
は
「
コ
ロ
ナ
禍
の
制
限
下
で
も
学
校
行
事
は
で
き
る
範
囲
で
行
わ
れ
て
お
り
、
児

童
の
自
主
性
の
育
成
に
役
立
っ
て
い
る
」
と
約
９
割
の
高
評
価
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３
．
２
０
２
０
年
度
事
業
報
告
（
小
学
校
）
 

２
．
組
織
力
の
強
化
 

実
施
目
標
・
計
画
 

具
体
的
取
組
 

（
１

）
 

組
織

改
革

の
実

施
、

並
び

に
校

務
分

掌
の

改
変

・
整

備
 

①
 

校
務

分
掌

の
整

備
と

事
務

局
と

の
連

携
 

・
 

管
理

職
と

教
員

の
一

体
運

営
強

化
 

・
 

管
理

職
や

部
長

の
業

務
を

教
員

に
周

知
 

・
 

主
任

会
議

の
活

発
化

 
・

 
 

「
教

」
「
職

」
一

体
の

組
織

運
営

 
・

 
 

管
理

職
と

教
員

と
の

面
談

実
施

 
・

 
新

健
康

教
育

部
新

設
 

児
童

の
健

康
を

中
心

と
し

た
事

柄
に

つ
い

て
担

当
す

る
部

の
新

設
・
活

動
。

 
②

 
学

院
幼

稚
園

、
学

院
中

高
、

泉
ヶ

丘
中

高
と

の
校

務
運

営
の

連
携

。
総

合
学

園
と

し
て

の
学

院
全

体
の

発

展
を

目
指

す
 

・
 

幼
稚

園
…

フ
ァ

ー
ス

ト
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
介

し
た

教
育

連
携

の
た

め
の

情
報

交
換

 
・

 
中

高
か

ら
、

講
師

を
招

聘
し

、
連

携
の

強
化

を
図

っ
て

い
る

 
③
 

児
童

に
対

す
る

教
員

連
携

強
化

。
 

教
員

集
団

と
し

て
の

児
童

へ
の

指
導

力
向

上
を

目
指

す
 

・
 

校
務

支
援

シ
ス

テ
ム

「
si

em
s」

・
共

有
フ

ォ
ル

ダ
の

発
展

的
活

用
 

（
２
）
勤
務
時
間
管
理
と
人
材
確
保
 

①
 
時
間
管
理
導
入
後
の
教
員
の
業
務
軽
減
 

②
 
出
欠
確
認
シ
ス
テ
ム
の
導
入
 

（
３
）
人
材
の
確
保
と
、
適
材
適
所
の
配
当
 

①
 
担
任
の
学
級
経
営
力
の
向
上
 

②
 
専
科
制
の
拡
充
 

③
 
小
学
部
に
お
け
る
必
要
人
材
の
人
数
、
配
当
の
計
画
の
策
定
 

（
４
）
保
護
者
と
の
連
携
強
化
 

①
 
個
人
懇
談
の
充
実
 

②
 
Ｐ
Ｔ
Ａ
集
会
な
ど
の
機
会
に
、
保
護
者
と
の
連
携
強
化
 

③
 
学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
、
及
び
塾
・
習
い
事
調
査
の
実
施
と
分
析
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３
．
２
０
２
０
年
度
事
業
報
告
（
小
学
校
）
 

３
．
財
務
基
盤
力
の
強
化
 

実
施
目
標
・
計
画
 

具
体
的
取
組
 

（
１
）
児
童
定
員
の
確
保
 

①
教
育
内
容
の
充
実
を
は
か
り
つ
つ
、
積
極
的
広
報
を
目
指
す
 

②
外
部
進
学
と
内
部
進
学
の
各
目
標
設
定
の
明
確
化
 

③
保
護
者
と
の
接
触
機
会
の
増
加
を
検
討
す
る
。
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
完
成
度
を
高
め
る
 

④
募
集
活
動
に
対
す
る
さ
ら
な
る
教
員
意
識
の
向
上
。
管
理
職
・
部
長
・
主
任
か
ら
の
説
諭
 

 
 
１
１
４
名
入
学
。
入
試
広
報
部
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り
な
が
ら
、
積
極
的
に
活
動
 

様
々
な
手
段
で
の
イ
ベ
ン
ト
と
、
様
々
な
教
員
が
撮
影
し
た
動
画
配
信
等
を
実
施
 

（
２
）

外
部
資
金
の
獲
得

 

 

①
 
教
室
充
実
等
の
補
助
金
申
請
へ
の
取
り
組
み
強
化

 

（
３
）

経
費
削
減

 

 

①
 
法
人
本
部
と
協
働
し
実
施
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４
．
２
０
２
０
年
度
事
業
報
告
（
泉
ヶ
丘
中
学
校
高
等
学
校
）
 

１
．
教
育
力
の
強
化
 

実
施
目
標
・
計
画
 

具
体
的
取
組
 

（
１
）
進
路
指
導

目
標
：
「
進
学
指
導
特
色
校
」
と
し
て
の
基
盤
整
備

 
①
 
生
徒
の
第
一
志
望
合
格
に
こ
だ
わ
る
組
織
の
基
盤
づ
く
り

 
・

 
進
路
指
導
部
の
組
織
改
革

 
（
開
票
率

1
％
で
精
度

1
0
0
％
の
進
路
予
測
が
出
来
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
）

 
・

 
管
理
職
・
進
路
部
・
高
校
学
年
団
の
三
位
一
体
の
進
路
情
報
の
共
有
と
迅
速
な
る
生
徒
対
応

 
・

 
「
進
路
の
手
引
き
」
を
合
格

体
験
記
と
の
合
作
で

8
月
末
に
完
成
さ
せ
進
路
指
導
に
活
用

 
・

 
模
試
分
析
会
を
模
試
毎
に
実
施
し
、
現
状
把
握
と
教
員
間
の
情
報
共
有
を
実
施

 
目

標
の

国
公

立
現

役
合

格
者

は
昨

年
度

実
績

を
上

回
っ

た
。

進
路

予
測

に
関

す
る

シ
ス

テ
ム

を
構

築
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

進
路

の
手

引
き

に
関

し
て

は
生

徒
自

身
が

現
状

把
握

で
き

る

内
容
へ
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
。

 
②
 
指
定
校
推
薦
枠
の
維
持

 
・

 
指
定
校
推
薦
で
進
学
し
た
卒
業
生
へ
の
現
状
把
握

 
③
 
新
時
代
の
入
試
へ
の
対
応

 
・

 
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
と
国
際
教
養
部
の
戦
力
化

 
 
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
，
留
学
に
関
す
る
業
務
は
ほ
ぼ
停
止

 
・

 
国
際
教
養
部
が
主
導
し
，
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
の
実
施
と
検
定
試
験
を
導
入

 
 
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
や
検
定
試
験
対
策
を
行
う
土
曜
英
語
講
座
に
つ
い
て
は
機
能
し
た

 
・

 
S

D
G
ｓ
の
導
入
（
中
学
）

 
 
中
２
の
総
合
に
て
取
り
扱
い

 
・

 
教
科
主
任
主
導
の
研
究
授
業
と
反
省
会
の
実
施

 
 
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
リ
モ
ー
ト
授
業
の
実
施
に
つ
い
て
研
究
が
進
ん
だ

 
・

 
国
際
英
語
コ
ー
ス
の
リ
ス
タ
ー
ト

 
（
２
）
学
習
指
導

：
学
び
を
通
じ
て
「
自
己
肯
定
感
」
を
高
め
る
 

①
 
落
ち
こ
ぼ
れ
を
作
ら
な
い
、
機

能
性
の
高
い
中
学
部
組
織
改
編
 

・
 
中
学
部
長
を
中
心
と
し
た
円
滑
か
つ
機
能
的
な
組
織
運
営
の
実
現
 

中
学
部
長
を
中
心
に
会
議
の
実
施
 

・
 
先
取
り
学
習
偏
重
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
か
ら
の
脱
却
。
学
力
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
遂

行
 

・
 
 
中
学

3
年
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
実
施
 

・
 
コ
ー
ス
変
更
組
み
換
え
の
校
内
統
一
基
準
の
実
施
 

中
学
部
長
を
中
心
と
し
た

会
議
内
で
実
施
。
成
績
下
位
層
が
減
少
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４
．
２
０
２
０
年
度
事
業
報
告
（
泉
ヶ
丘
中
学
校
高
等
学
校
）
 

１
．
教
育
力
の
強
化
 

実
施
目
標
・
計
画
 

具
体
的
取
組
 

（
２
）
学
習
指
導

：
学
び
を
通
じ
て
「
自
己
肯
定
感
」
を
高
め
る
 

②
 
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
活
動

、
家
庭
と
の
連
携
の
充
実

 
・

 
ク
ラ
ッ
シ
ー
活
用
の
さ
ら
な
る
活
性
化

 
コ
ロ
ナ
禍
で
活
用
が
進
ん

だ
 

・
 
生
徒
用
端
末
活
用
の
促
進

 
調
べ
学
習
等
で
の
活
用
は
進
ん
だ

 
③
 
英
語
４
技
能
の
習
得

 
・

 
国
際
教
養
部
を
中
心
と
し
た
組
織
的
な
活
動

 
 
土
曜
英
語
講
座
を
実
施
。
英
検
準
１
級
合
格
、

G
T

E
C

10
00

点
以
上
に
多
数
が
到
達

 
・

 
留

学
生

派
遣

と
生

徒
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
ア

ッ
プ

の
た

め
の

イ
ベ

ン
ト

を
実

施
予

定
で

あ
っ

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
実
施

で
き
ず

 
・

 
海
外
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
を
高
１
、
２
で
実
施

 
・

 
総
合
の
時
間
を
活
用
し
た
英
会
話
授
業
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
変
更

 
（
３
）
生
徒
指
導

：
社
会
に
出
る
た
め
の
訓
練
の
場
と
し
て
の
学
校

 
①
 
生
徒
指
導
を
通
じ
た
学
校
全
般

の
規
範
作
り

 
・

 
中
学
校
の
全
校
朝
礼
や

H
R
に
各
ク
ラ
ス
で
注
意
喚
起
，
指
導
の
徹
底
を
図
る

 
 
コ
ロ
ナ
禍
で
全
校
朝
礼
で
の
注
意
喚
起
、
指
導
が
実
施
で
き
ず
、
動
画
を
活
用

 
・

 
登
下
校
指
導
の
着
実
な
実
施
、
マ
ナ
ー
指
導
の
実
施

 
『
生
徒
指
導
だ
よ
り
』
の

発
行
（

n
o.

13
～

n
o.

20
）

 
泉
ヶ
丘
駅
で
の
バ
ス
乗
車
指
導
を
徹
底
（
毎
日
、
当
番
制
に
て
登
校
指
導
教
員
を
配
置
）

 
・

 
服
装
指
導
の
徹
底

 
・

 
組
織
的
対
応
の
方
法
確
立

 
・

 
S

to
p 

it
の
活
用
に
よ
る
い
じ
め
等
の
早
期
発
見
と
注
意

 
生
徒
の
遅
刻
総
数
前
年
度
比
大
幅
減

 
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
該
当
項
目
で
の
肯
定
回
答
上
昇

 
②
 
生
徒
の
安
全
対
策
の
徹
底

 
・

 
登
下
校
の
安
全
管
理
の
た
め
の
「
ミ
マ
モ
ル
メ
」
の
さ
ら
な
る
活
用

 
 

 
 

 
ク

ラ
ッ

シ
ー

が
回

線
不

良
で

利
用

不
可

に
な

っ
た

が
、

ミ
マ

モ
ル

メ
や

学
年

毎
の

掲
示

板
は

有
効
に
活
用

 
・

 
ク
ラ
ッ
シ
ー
導
入
に
よ
る
保
護
者
と
の
連
携
強
化

 
 
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
緊
急
情
報
に
関
す
る
肯
定
回
答
は
、
中
高
共
に

9
0
％
超
 

・
 
昼
休
み
を
含
め
た
休
み
時
間
と
放
課
後
の
生
徒
の
安
全
管
理

 
 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、
昼
食
指
導
や
ク
ラ
ブ
活
動
中
の
安
全
管
理
を
実
施
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４
．
２
０
２
０
年
度
事
業
報
告
（
泉
ヶ
丘
中
学
校
高
等
学
校
）
 

１
．
教
育
力
の
強
化
 

実
施
目
標
・
計
画
 

具
体
的
取
組
 

（
４
）
特
別
活
動

：
集
団
活
動
を
通
じ
た
「
協
調
性
」「

社
会
性
」
の
涵
養
 

①
 
子
ど
も
た
ち
の
活
動
が
外
に
伝

わ
る
、
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

 
・

 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
頻
度
と
内
容
の
精
査

 
・

 
頻
繁
な
更
新
で
、
学
校
の
様
子
を
保
護
者
に
知
ら
せ
る

 
・

 
文
化
祭
の
中
高
分
離
実
施

 
・

 
S

N
S
に
よ
る
高
品
質
な
情
報
の
発
信

 
H

P
で
の
情
報
発
信
は
質
量
と
も
に
十
分
で
は
な
か
っ
た

 
コ
ロ
ナ
禍
で
参
観
、
行
事
の
ほ
と
ん
ど
が
実
施
で
き
ず

 
文
化
祭
の
部
分
的
開
催
。
体
育
大
会
の
中
高
分
離
開
催

 
②
 
人
間
性
の
涵
養
に
資
す
る
特
別

活
動
を
目
指
し
て

 
・

 
文
武
両
道
の
理
想
の
追
求

 
・

 
管
弦
楽
部
の
強
化

 
・

 
中
学
校
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施

 
・

 
「
コ
コ
ロ
の
学
校
」
を

P
T

A
と
共
催

 
・

 
芸
術
鑑
賞
会
（
ゴ
ス
ペ
ル
鑑
賞
）
を
実
施

 
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
合
唱

コ
ン
ク
ー
ル
と
芸
術
鑑
賞
会
は
実
施
で
き
ず

 
コ
コ
ロ
の
学
校
は
フ
ェ
ニ
ー
チ
ェ
堺
に
て
実
施

 

（
５
）
そ
の
他
：

感
動
・
夢
の
創
出
を
目
指
し
て

 
①
 
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
と
大
学

見
学
、
人
権
教
育
の
活
性
化

 
・

 
リ
ア
リ
テ
ィ
を
伴
う
、
心
に
響
く
人
権
教
育
の
実
践

 
・

 
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
抜
本
的
見
直
し
。

S
D

G
s
の
学
び
を
通
し
た
社
会
と
の
共
生

 
 
 
 
 
卒
業
生
を
学
校
に
招
い
て
講
演
会
、
東
京
と

Z
O

O
M

を
用
い
て
繋
ぎ
、
生
徒
と
の
座
談
会
を

実
施

 
・

 
教
員
自
家
用
車
乗
り
入
れ
禁

止
 

 
法
人
本
部
と
の
連
携
に
よ
り
実
現
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４
．
２
０
２
０
年
度
事
業
報
告
（
泉
ヶ
丘
中
学
校
高
等
学
校
）
 

２
．
組
織
力
の
強
化
 

実
施
目
標
・
計
画
 

具
体
的
取
組
 

（
１
）
ガ
バ
ナ
ン

ス
強
化
：
教
員
の
一
体
化

①
時
代
変
化
に
見
合
っ
た
不
易
流
行
の
明
確
な
判
断

・
管
理
職
、
運
営
会
議
メ
ン
バ
ー
の
ベ
ク
ト
ル
の
統
一

・
管
理
職
会
議
、
運
営
会
議
で
議
論
さ
れ
、
決
定
し
た
事
案
を
教
職
員
全
体
に
丁
寧
に
説
明
し
、
理

解
と
行
動
を
促
す

・
開
か
れ
た
校
長
室
の
実
現

議
体
制
や
組
織
の
運
営
に
関
し
て
、
ベ
ク
ト
ル
は
ほ
ぼ
統
一
 

②
教
職
員
の
職
場
で
の
安
全
管
理
の
た
め
の
勤
務
時
間
管
理

・
教
員
時
間
管
理
に
基
づ
く
、
勤
務
バ
ラ
ン
ス
の
調
整

（
２
）
組
織
力
強

化
：
物
事
決
定
の
手
順
の
明
確
化

①
会
議
の
活
性
化
、
見
直
し
。

・
毎
朝
の
朝
礼
、
管
理
職
会
議
（
週

2
回
）、

運
営
会
議
（
管
理
職
・
分
掌
部
長
・
学
年
主
任
、
週

1
回
）
、
教
職
員
会
議
（
原
則
月
１
回
）
、
各
分
掌
会
議
（
原
則
月

1
回
）
、
中
高
各
部
会
（
原
則
週

1
回
）
、
担
任
会
（
原
則
毎
週

）
、
各
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
（
適
時
開
催
）

・
総
務
部
を
保
健
部
と
企
画
部
に
分
離
し
業
務
を
効
率
化

・
教
員
の
働
き
方
改
革
を
目
指
し
、
各
会
議
の
効
率
化
と
回
数
削
減
を
図
る

朝
礼
・
会
議
は
効
率
よ
く

実
施
さ
れ
，
円
滑
に
物
事
決
定
が
実
施
で
き
た
 

②
学
校
協
議
会
の
充
実

・
年

3
回
開
催
（
5
月
、

1
0
月
、
3
月
）
、
有
識
者
よ
り
学
校
運
営
に
関
す
る
意
見
聴
取

③
教
員
面
談
を
通
じ
、
教
員
の
強
み
が
発
揮
で
き
る
適
材
適
所
の
人
材
活
用

・
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
重
ね
、
予
定

通
り
の
時
期
に
人
事
配
当
を
決
定

④
若
手
教
員
（
2
0
代
～
4
0
代
）
の
戦
力
化

・
6
月
と

1
1
月
に
授
業
見
学
週

間
を
設
定
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４
．
２
０
２
０
年
度
事
業
報
告
（
泉
ヶ
丘
中
学
校
高
等
学
校
）
 

３
．
財
務
力
の
強
化
 

実
施
目
標
・
計
画
 

具
体
的
取
組
 

（
１
）
入
学
生
の

確
保

①
募
集
活
動
の
よ
り
一
層
の
活
発
化

・
中
学
校
入
試
に
つ
い
て
は
、
広
域
か
ら
の
志
願
者
増
に
向
け
て
の
募
集
活
動
を
活
発
化

・
高
校
入
試
に
つ
い
て
は
、
公
立
上
位
校
の
併
願
校
と
し
て
の
認
知
度
を
上
げ
る
た
め
の
基
準
設
定

と
募
集
活
動
を
実
施

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
募
集
活
動
を
実
施
。
成
績
下
位
層
の
底
上
げ
は
実
現

昨
年
減
少
し
た
受
験
生
を
大
幅
に
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
た
 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
等
を
用
い
て
広
報
活
動
は
手
探
り
状
態
で
継
続
課
題

②
職
員
に
対
す
る
仕
事
内
容
の
明
確
化
と
成
果
検
証

・
職
員
の
担
当
上
司
を
明
確
に
し
、
上
司
に
対
す
る
日
報
の
提
出
を
義
務
付
け
る
。

日
報
報
告
ア
プ
リ
を
用
い
て
実
施
 

（
２
）
外
部
資
金

確
保

①
大
阪
府
、
文
部
科
学
省
等
の
競
争
的
資
金
の
確
保

コ
ロ
ナ
対
応
と

G
IG

A
ス
ク

ー
ル
構
想
に
お
け
る
補
助
金
を
確
保

（
３
）
キ
ャ
ン
パ

ス
整
備
管
理

①
普

通
教

室
の

エ
ア

コ
ン

入
替

、
体

育
館

樋
整

備
、

高
圧

機
器

取
替

、
教

科
室

前
エ

ア
コ

ン
設

置
、

生
徒
用

P
C
新
規
購
入
、
生
徒
用
下
足
室
ア
ル
ミ
マ
ッ
ト
取
替
等

キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
は
ほ
ぼ
計
画
通
り
に
実
施
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５
．
２
０
２
０
年
度
事
業
報
告
（
中
学
校
高
等
学
校
）
 

１
．
教
育
力
の
強
化
 

実
施
目
標
・
計
画
 

具
体
的
取
組
 

（
１
）
学
習
環
境
の
増
強
 

①
 
英
語
教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
た
め
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ラ
ウ
ン
ジ
を
活
用
 

・
 
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
常
駐
日
数
増
。
 

②
 
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
を
活
用
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
た
個
別
学
習
の
機
会
を
拡
大
 

・
 
創

究
講

座
で

ラ
ー

ニ
ン

グ
コ

モ
ン

ズ
を

活
用

し
、

A
L
の

取
り

組
み

を
全

校
的

に
拡

充
し

た
。

 
・

 
P

C
の
導
入
を
さ
ら
に
増
台
し
、
生
徒
が
卒
業
リ
ポ
ー
ト
等
の
作
成
に
活
用
。
ま
た
、

C
la

ss
iの

導
入
、

Z
oo

m
に
よ
る
授
業
、

Yo
u

tu
be

で
の
動
画
配
信
な
ど
を
実
施
。

 

（
２
）
指
導
体
制
の
充
実
 

①
 
エ
ン
ロ
ー
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
進
展
 

・
 
エ
ン
ロ
ー
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員
会
が
生
徒
情
報
の
管
理
・
蓄
積
を
継
続
 

②
 
進
路
分
析
会
を
毎
学
期
実
施
し
、
模
試
成
績
に
よ
る
現
状
把
握
と
教
員
間
で
の
目
標
の
共
有
化
 

・
 
コ
ロ
ナ
禍
で
会
議
の
開
催
が
難
し
い
中
、
デ
ー
タ
や
資
料
を
用
い
て
情
報
を
共
有
 

③
 
シ
ラ
バ
ス
見
直
し
を
行
い
、
コ
ー
ス
・
学
年
の
資
格
取
得
や
模
試
偏
差
値
に
目
標
設
定
 

・
 
次
期
学
習
指
導
要
領
改
訂
に
向
け
て
情
報
を
収
集
し
、
大
学
入
試
改
革
に
対
応
じ
た
高
校
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
策
定
 

（
３
）
生
徒
学
力
の
向
上
 

①
 
英
検
２
級
取
得
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
し
、
関
学
コ
ー
ス
の
英
検
取
得
率
向
上
 

・
 
取
得
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
定
着
し
、
英
検
２
級
・
準
２
級
の
取
得
率
と
も
に
、
ほ
ぼ

1
0
0
%
を
達
成
。

 
②
 
計
画
的
学
力
向
上

 
・

 
成
績
情
報
を
把
握
し
、
指
導
計
画
を
策
定

 
③
 
高
い
教
育
力
・
授
業
力
を
実
現
す
る
た
め
の
教
員
研
修
を
実
施

 
・

 
コ

ロ
ナ

禍
で

オ
ン

ラ
イ

ン
授

業
や

オ
ン

デ
マ

ン
ド

授
業

な
ど

、
教

員
全

体
の

IC
T

ス
キ

ル
が

大
 

幅
に
向
上

 
・

 
各

大
学

で
導

入
さ

れ
始

め
た

自
己

推
薦

型
の

入
試

に
対

応
す

る
た

め
、

ラ
ー

ニ
ン

グ
コ

モ
ン

ズ
を

活
用
し
て
主
体
的
・
対
話
的
な
学
び
を
実
践

 
④
 
生
徒
の
多
様
な
希
望
に
応
じ
た
き
め
細
か
い
進
路
指
導

 
・

 
大
学
入
試
共
通
テ
ス
ト
に
向
け
て
、
進
路
指
導
部
を
中
心
に
問
題
研
究
を
進
め
る

 
昨
年
設
定
し
た
コ
ー
ス
・
専
攻

別
の
面
談
等
を
オ
ン
ラ
イ
ン
や
オ
ン
デ
マ
ン
ド
に
移
行

 
⑤
 
基
本
的
な
生
活
習
慣
を
早
期
に
確
立
し
、
中
高
の
内
部
進
学
率
を
向
上

 
 
・
中
学
担
当
教
員
を
中
心
に
、
生
徒
の
生
活
習
慣
・
学
習
習
慣
の
定
着
を
促
す

 
 

 
コ

ロ
ナ
禍

で
休

校
や
時

差
登

校
の
期

間
は

、
生
徒

の
生

活
習
慣

や
学

習
習
慣

の
管

理
を
行

う
こ

と
が

難
し
か
っ
た
が
、

C
la

ss
iの

活
用
や

Z
oo

m
朝
礼
を
実
施

 
・

学
年

団
・
自

治
会

・
生
徒

会
等

で
、
コ

ロ
ナ

禍
に
お

け
る

差
別
・

偏
見

を
無
く

す
「

シ
ト
ラ

ス
リ

ボ
ン

運
動

」
を
実

践
し

、
病
院

・
薬

局
・
医

療
従

事
者
に

生
徒

自
作
の

リ
ボ

ン
を
発

送
し

た
。
ま

た
、

南
海
電
鉄
と
コ
ラ
ボ
を
展
開
し
、
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
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 ５
．
２
０
２
０
年
度
事
業
報
告
（
中
学
校
高
等
学
校
）
 

２
．
組
織
力
の
強
化
 

実
施
目
標
・
計
画
 

具
体
的
取
組
 

（
１
）
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
 

①
 
生
徒
数
、
教
員
数
に
あ
わ
せ
て
設
置
し
た
管
理
職
業
務
の
明
確
性
を
持
続

 

・
 
副
校
長
と
教
頭
の
役
割
分
担
の
明
確
性
を
持
続

 

オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
管
理

職
の
協
働
に
よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
の
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
事
態
に
対
応

 

②
 
勤
務
時
間
管
理
シ
ス
テ
ム
の
継
続

 

・
 
法
人
本
部
と
の
協
働
に
よ
り
業
務
改
善
を
推
進

 

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
長
時
間
労
働
の
是
正
と
働
き
方
を
改
善

 

③
 
人
事
考
課
制
度
導
入
へ
の
検
討
と
運
用
開
始

 

・
 
教
員
の
働
き
方
を
踏
ま
え
、
同

制
度
の
基
準
と
方
向
性
の
検
討

 

（
２
）
教
職
協
働
に
よ
る
組
織
風
土
の
改
革
 

①
 
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
を
強
化
し
、
デ
ー
タ
分
析
の
精
度
向
上

 

・
 
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
・
分
析
を
検
討

 

入
試
イ
ベ
ン
ト
と
出
願
を
管
理

す
る
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
よ
り
広
範
な
機
能
を
持
た
せ
る
よ
う

拡
張
を
開
始

 

②
 
事
務
機
能
を
強
化
し
、
教
職
協
働

の
促
進
継
続

 

・
 
事
務
局
を
幼
小
と
中
高
に
分
け
る
二
課
制
を
本
格
的
に
始
動

 

週
１
回
の
教
頭
・
事
務
局
連
絡

会
を
継
続
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
全
生
徒
へ
の
教
材
発
送
な
ど
を
教
員

と
職
員
で
連
携
。
組
織
上
、
幼
小

と
中
高
の
事
務
局
に
分
割
 

（
３
）
教
育
環
境
の
整
備
 

①
 
生
徒
数
に
対
し
て
適
正
な
教
室
数
の
確
保

 

・
 
特
別
教
室
を
含
め
た
教
室
数
の
検
討

 

新
中
１
の
ク
ラ
ス
増
に
伴
う
、
普
通
教
室
へ
の
改
装
。

 

②
 
生
徒
数
に
対
し
て
適
正
な
専
任
教
員
お
よ
び
常
勤
講
師
数
の
確
保

 

・
 
昨

年
同

様
、

ク
ラ

ス
数

・
生

徒
数

に
見

合
う

常
勤

専
任

数
を

確
保

。
ク

ラ
ス

増
に

応
じ

た
採

用
を

実
施
。
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５
．
２
０
２
０
年
度
事
業
報
告
（
中
学
校
高
等
学
校
）
 

３
．
財
務
基
盤
力
の
強
化
 

実
施
目
標
・
計
画
 

具
体
的
取
組
 

（
１
）
募
集
強
化
に
よ
る
予
算
基
盤
の
安
定
 

①
 
中
学
で
の
入
試
行
事
参
加
６
年
生
か
ら
の
実
出
願
年
率
の
着
実
な
上
昇
 

・
 
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
年
度
前
半
の
イ
ベ
ン
ト
や
個
別
相
談
が
ほ
ぼ
実
施
で
き
な
か
っ
た
。
年
度
後

半
に
は
感
染
症
対
策
を
充
分
に
行
っ
た
上
で
、
イ
ベ
ン
ト
や
ミ
ニ
説
明
会
を
大
幅
に
増
や
し
て
実

施
。
結
果
と
し
て
、
昨
年
を
上
回
る
出
願
率
に
。
 

②
 
高
校
で
の
入
試
行
事
参
加
者
を
維
持
し
、
専
願
者
数
の
着
実
な
上
昇
 

・
 
年
度
後
半
に
感
染
症
対
策
を
充
分
に
行
っ
た
上
で
、
例
年
と
同
じ
回
数
の
入
試
イ
ベ
ン
ト
を
維
持

 

（
２
）
入
試
改
革
に
よ
る
募
集
力
の
強
化
 
 

①
 
新
し
い
入
試
方
式
の
導
入
を
検
討
 

 
・
 
市
場
の
動
向
を
分
析
し
、
新
し
い
入
試
制
度
導
入
が
可
能
か
を
検
討
 

新
し
い
入
試
方
式
に
つ
い
て
の
研
究
を
実
施

 

（
３
）
外
部
資
金
の
獲
得
 

①
 
大
阪
府
や
文
部
科
学
省
等
の
競
争
的
補
助
金
の
獲
得

 

私
立
高
等
学
校
等

IT
教
育
設
備
整
備
推
進
事
業
、
私
立
学
校
情
報
機
器
整
備
費
補
助
金
、
私
立
学
校

情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
整
備
費
補
助
金
で
の
補
助
金
獲
得
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６
．
２
０
２
０
年
度
事
業
報
告
（
 
大
 
学
 
、
大
学
院
 
）
 

１
．
教
育
力
の
強
化
 

実
施
目
標
・
計
画
 

具
体
的
取
組
 

（
１
）
S
t
u
d
e
n
t
s
 
F
i
r
s
t
 
の
大
学
づ
く
り
 

（
学
生
面
倒
見
の
良
さ

N
O
.
1
）
 

①
学
生
の
能
力
に
応
じ
た
入
学
前
教
育
の
実
施

 
＜
入
学
前
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
＞
 

・
 
テ
ヅ
カ
ド
リ
ル
の
レ
ベ
ル
再
検
討
。

 
・

 
基
礎
学
力
の
定
着
・
学
部
学
科
教
育
へ
の
接
続
・
大
学
生
活
へ
の
期
待
醸
成
、
仲
間
作
り
に
向
け
た
各

種
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
と
各
結
果
デ
ー
タ
の
入
学
後
学
生
指
導
へ
の
連
動

 
・

 
ス
ク
ー
リ
ン
グ
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
研
修
の
充
実
と
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の
育
成

 
②
学
生
の
授
業
出
欠
管
理
の
徹
底
 

＜
シ
ス
テ
ム
統
合
と
学
習
支
援
シ
ス
テ
ム
の
更
新
（
C
-
L
e
a
r
n
i
n
g
か
ら

W
e
b
C
l
a
s
s
に
変
更
）
に
よ
る
履

修
・
出
欠
デ
ー
タ
の
活
用
＞
 

・
 
専
任
・
非
常
勤
講
師
と
も
に

W
e
b
C
l
a
s
s
を
活
用
し
た
出
欠
管
理
と
集
計
 

・
 
W
e
b
C
l
a
s
s
の

利
用

率
の

向
上

 
・

 
教
員
対
象
説
明
会
の
実
施
、
利
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
配
布
、
出
席
管
理
の
徹
底
 

③
基
礎
学
力
の
強
化
と
検
証
 

 
＜
導
入
学
習
科
目
「
基
礎
演
習
Ⅰ
・
Ⅱ
」
の
授
業
内
容
の
刷
新
＞
 

・
 
基
盤
教
育
機
構
と
各
学
科
教
員
と
の
協
働
に
よ
る
新
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
 

・
 
大
学
で
の
学
び
に
必
要
な
基
礎
ス
キ
ル
の
修
得
。
 

・
 
レ
ポ
ー
ト
作
成
等
の
学
修
基
礎
ス
キ
ル
の
修
得
に
関
し
て
、
全
学
共
通
の
教
材
、
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を

整
備
 

・
 
テ
ヅ
カ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
導
入
し
、
学
生
が
各
科
目
の
修
得
・
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
ス
キ
ル
の
成
長
等

を
自
己
評
価
 

＜
ア
セ
ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト
の
実
施
と
活
用
＞
 

・
 
「
テ
ヅ
カ
ド
リ
ル
・
基
礎
学
力
テ
ス
ト
」
実
施
に
よ
る
基
礎
学
力
状
況
の
把
握
 

・
 
英
語
ア
セ
ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト
の
継
続
、
結
果
の
検
証
。
 

＜
成
績
分
布
公
表
に
よ
る
評
価
の
適
正
化
と
シ
ラ
バ
ス
内
容
の
改
善
＞
 

・
 
基
盤
教
育
（
共
通
必
修
科
目
）
に
お
け
る
成
績
基
準
の
適
正
化
と
検
証
 

・
 
成
績
分
布
に
よ
る
到
達
目
標
の
難
易
度
の
検
証
と
改
善
 

・
 
授
業
外
学
習
時
間
の
検
証
と
シ
ラ
バ
ス
内
容
の
改
善
 

④
 
担
任
制
(
役
割
と
責
任
の
明
確
化
)
の
継
続
 

＜
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
教
員
＞
 

・
 
退
学
防
止
に
向
け
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
教
員
に
よ
る
入
学
当
初
（
4
、
5
月
）
か
ら
の
面
談
、
出
席
状

況
・
成
績
を
確
認
し
、
必
要
に
応
じ
各
部
署
等
と
の
連
携
（
大
学
全
体
で
の
サ
ポ
ー
ト
）
 

 
＜
保
護
者
懇
談
会
(
1
・
2
回
生
)
＞
 

・
 
退
学
防
止
に
向
け
た
、
保
護
者
と
の
懇
談
お
よ
び
学
生
、
大
学
の
情
報
提
供
と
共
有
 

＜
テ
ヅ
カ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
導
入
に
よ
る
学
習
状
況
の
把
握
＞
 

・
 
「
テ
ヅ
カ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
」
に
お
け
る
半
期
ご
と
の
振
り
返
り
活
動
の
実
施
 

・
 
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
教
員
が
面
談
で
フ
ォ
ロ
ー
す
る
体
制
を
確
立
 

・
 
学
修
に
対
す
る
学
生
の
自
己
評
価
等
を
教
員
が
継
続
的
に
把
握
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６
．
２
０
２
０
年
度
事
業
報
告
（
 
大
 
学
 
、
大
学
院
 
）
 

１
．
教
育
力
の
強
化
 

実
施
目
標
・
計
画
 

具
体
的
取
組
 

（
１
）
S
t
u
d
e
n
t
s
 
F
i
r
s
t
 
の
大
学
づ
く
り
 

（
学
生
面
倒
見
の
良
さ

N
O
.
1
）
 

⑤
 

就
職

支
援

N
A

V
I
の

活
用

 

＜
就

職
支

援
N

A
V

I
の

デ
ー

タ
分

析
＞

 

・
 

学
生

の
状

況
を

就
職

支
援

N
A

V
I
へ

集
約

 

・
 

過
去

の
デ

ー
タ

か
ら

進
路

未
決

定
者

の
理

由
を

分
析

 

・
 

分
析

デ
ー

タ
か

ら
就

活
支

援
施

策
の

プ
ラ

ン
策

定
お

よ
び

実
施

 

⑥
 

食
堂

、
図

書
館

の
改

善
 

＜
食

堂
＞

 

・
 

E
d
y

付
学

生
証

を
使

っ
て

配
膳

待
ち

時
間

の
削

減
と

食
堂

売
上

管
理

の
効

率
化

 

＜
図

書
館

＞
 

・
 

ワ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
化

に
伴

い
、

帝
塚

山
学

院
大

学
の

顔
と

な
る

特
徴

的
な

図
書

館
を

実
現

 

・
 

改
修

お
よ

び
図

書
の

集
約

作
業

が
実

施
中

も
、

可
能

な
限

り
全

館
閉

鎖
し

な
い

よ
う

計
画

 

・
 

狭
山

館
と

泉
ヶ

丘
館

の
集

約
に

伴
う

蔵
書

点
検

を
実

施
。

図
書

デ
ー

タ
と

現
物

と
の

突
合

作
業

に
よ

る
資

産

管
理

 

・
 

削
減

対
象

図
書

の
引

受
先

を
探

す
（
引

渡
時

期
は

2
0
2
1

年
4

月
以

降
）
 

⑦
 

外
部

機
関

等
を

活
用

し
た

「
社

会
貢

献
講

座
」
の

企
画

 

・
 

学
生

を
対

象
と

し
た

セ
ミ
ナ

ー
開

講
 

⑧
 

ワ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
化

改
修

工
事

に
伴

う
学

生
の

安
全

面
の

担
保

 

・
 

安
全

な
教

育
環

境
を

担
保

 

⑨
 

学
生

ニ
ー

ズ
等

の
情

報
収

集
・
分

析
シ

ス
テ

ム
の

構
築

 

＜
各

部
署

、
各

学
科

で
の

IR
活

動
の

加
速

化
＞

 

・
 

信
頼

で
き

る
デ

ー
タ

を
タ

イ
ム

リ
ー

に
蓄

積
す

る
デ

ー
タ

収
集

・
蓄

積
運

用
の

確
立

 

・
 

活
用

頻
度

の
高

い
デ

ー
タ

の
フ

ァ
イ

ル
サ

ー
バ

に
よ

る
共

有
と

分
析

パ
タ

ー
ン

の
テ

ン
プ

レ
ー

ト
化

 

⑩
 

部
活

動
等

の
活

性
化

 

＜
部

活
動

サ
ポ

ー
ト
＞

 

・
 

部
活

動
活

性
化

に
向

け
、

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

実
施

し
、

活
動

の
問

題
、

障
害

な
ど

を
発

見
・
共

有
。

問
題

解
決

を

図
り

安
定

し
た

活
動

を
支

援
 

⑪
 

学
部

・
学

科
再

編
の

検
討

、
実

施
 

＜
大

学
改

革
第

2
ス

テ
ッ

プ
の

具
体

化
＞

 

・
 

学
院

改
革

会
議

・
大

学
部

会
の

中
で

、
第

2
ス

テ
ッ

プ
の

大
学

将
来

像
を

具
体

化
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６
．
２
０
２
０
年
度
事
業
報
告
（
 
大
 
学
 
、
大
学
院
 
）
 

１
．
教
育
力
の
強
化
 

実
施
目
標
・
計
画
 

具
体
的
取
組
 

（
１
）
S
t
u
d
e
n
t
s
 
F
i
r
s
t
 
の
大
学
づ
く
り
 

（
学
生
面
倒
見
の
良
さ

N
O
.
1
）
 

⑫
 

4
年

以
内

の
退

学
者

率
改

善
 

＜
学

生
情

報
の

一
元

化
（
共

有
・
可

視
化

）
＞

 

・
 

入
学

前
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

か
ら

得
た

学
生

デ
ー

タ
、

面
談

記
録

な
ど

を
就

職
支

援
ナ

ビ
に

デ
ー

タ
入

力
し

学

生
サ

ポ
ー

ト
に

活
用

 

・
 

修
学

支
援

新
制

度
や

本
学

独
自

の
奨

学
金

制
度

等
に

よ
る

経
済

的
サ

ポ
ー

ト
、

学
生

生
活

満
足

度
調

査
に

よ
る

、
学

生
ニ

ー
ズ

、
改

善
要

望
の

把
握

と
実

現
の

検
討

と
実

施
 

＜
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
教

員
に

よ
る

、
出

席
状

況
の

把
握

と
支

援
の

早
期

化
＞

 

・
 

出
席

状
況

の
把

握
に

よ
る

、
早

期
支

援
体

制
の

確
立

 

・
 

「
基

礎
演

習
」
を

活
用

し
た

各
学

科
と

基
盤

教
育

機
構

に
よ

る
協

働
 

・
 

G
P
A

基
準

に
よ

る
学

習
面

談
の

継
続

実
施

と
検

証
 

・
 

半
期

ご
と

に
面

談
等

で
フ

ォ
ロ

ー
し

、
支

援
を

充
実

 

⑬
 

実
質

就
職

率
の

向
上

 

＜
学

生
特

性
に

応
じ

た
就

職
支

援
の

実
施

＞
 

・
 

優
良

企
業

志
望

者
向

け
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
 

・
 

就
活

支
援

対
策

基
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

 

・
 

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
苦

手
な

学
生

支
援

 

⑭
 

地
域

連
携

事
業

の
推

進
 

・
 

自
治

体
、

地
域

の
企

画
事

業
へ

の
参

加
学

生
の

推
進

 

・
 

学
生

の
市

民
活

動
へ

の
参

加
推

進
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６
．
２
０
２
０
年
度
事
業
報
告
（
 
大
 
学
 
、
大
学
院
 
）
 

１
．
教
育
力
の
強
化
 

実
施
目
標
・
計
画
 

具
体
的
取
組
 

(
２

)
教
育
の
質
保
証
 

①
 
教
員
評
価
実
施
 

＜
教
育
活
動
の
向
上
に
繋
が
る
評
価
方
法
へ
の
改
善
＞
 

・
 
管
理
職
へ
の
評
価
研
修
会
の
実
施

 

・
 
大
学
運
営
活
動
領
域
の
評
価
項
目

の
再
検
討
 

・
 
対
面
評
価
の
改
善
に
よ
る
信
頼
性

の
向
上
 

②
 
F
D
研

修
会

の
内

容
を

明
記

し
て

定
期

的
に

実
施

 

＜
学
生
の
学
び
の
向
上
、
教
員
の
テ
ィ

ー
チ
ン
グ
ス
キ
ル
向
上
と
共
有
＞
 

・
 
専
門
分
野
の
特
性
に
合
わ
せ
た
学
科
単
位
の
効
果
的
な

F
D
実
施
 

・
 
学
生
に
よ
る

F
D
活
動
を
支
援
し
、
授
業
改
善
に
学
生
意
見
を
反
映
 

・
 
F
D
研

修
の

成
果

の
検

証
。

 

③
 
教
員
相
互
の
授
業
参
観
の
実
施
 

・
 
授
業
実
施
者
と
見
学
者
が
相
互
学
習
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
 

(
３

)
大
学
改
革
計
画
の
策
定
・
実
施
 

①
 
キ
ャ
ン
パ
ス
統
合
 

＜
2
0
2
1
年

4
月

の
円

滑
な

授
業

開
始

＞
 

・
 
鴻
池
組
と
パ
ソ
ナ
・
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
、
そ
の
他
業
者
工
事
と
引
越
し
等
の
全
体
統

制
に
よ
り
廃
物
品
の
有
効
活
用
と
新
規
設
置
を
計
画
通
り
に
推
進
 

・
 
事
務
局
や
研
究
室
の
再
編
に
伴
い
電
子
機
器
（
複
合
機
、
プ
リ
ン
タ
）
を
大
学
の
全
体
管
理
に
基
づ
き

再
配
置
し
、
効
率
的
な
運
営
を
実
現
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６
．
２
０
２
０
年
度
事
業
報
告
（
 
大
 
学
 
、
大
学
院
 
）
 

１
．
教
育
力
の
強
化
 

実
施
目
標
・
計
画
 

具
体
的
取
組
 

(
３

)
大
学
改
革
計
画
の
策
定
・
実
施
 

②
 
教
育
課
程
再
編
 

＜
基
盤
教
育
機
構
設
置
に
よ
る
豊
か
な
学
び
の
実
現
＞
 

・
 
基
盤
教
育
、
教
学
開
発
に
関
す
る
企
画
、
実
施
、
評
価
の
遂
行
 

・
 
社
会
連
携
機
構
と
の
協
働
に
よ
る
「
カ
レ
ッ
ジ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の
拡
充
と
開
発
 

・
 
テ
ヅ
カ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
よ
る
学
び
の
振
返
り
と
学
修
成
果
に
基
づ
く
育
成
方
法
の
明
確
化
 

・
 
論
理
能
力
、
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
、
英
語
、
日
本
語
教
育
の
達
成
度
に
応
じ
た
補
習
授
業
の
検
討
 

・
 
初
年
次
の
大
学
適
応
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
入
学
前
教
育
、
リ
メ
デ
ィ
ア
ル
教
育
）
の
改
善
（
実
施
方
法
、
内

容
等
）
 

・
 
授
業
改
善
、
教
授
法
、
教
育
評
価
法
な
ど
の
検
討
、
提
案
、
学
内

F
D
の
企
画
実
施
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー

ニ
ン
グ
等
の
実
践
的
指
導
 

 

＜
新
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
学
科
教
育
・
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
践
＞
 

・
 
メ
ジ
ャ
ー
・
マ
イ
ナ
ー
制
度
を
中
心
に
、
特
色
あ
る
学
修
を
展
開
 

・
 
新
１
回
生
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

4
年
間
の
学
修
プ
ラ
ニ
ン
グ
を
開
始
で
き
る
よ

う
サ
ポ
ー
ト
 

 ＜
学
科
の
一
体
感
醸
成
と

F
D
活
動
の
充
実
＞
 

・
 
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
運
営
に
関
す
る
徹
底
し
た
議
論
と
活
動
 

・
 
2
回
生
以
降
の
運
営
に
つ
い
て
具
体

的
に
計
画
し
、
準
備
 

・
 
学
科
教
員
同
士
が
教
育
方
法
や
ス
キ
ル
を
情
報
交
換
 

・
 
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
の

実
践

方
法

を
ト

ピ
ッ

ク
と

し
、

指
導

力
の

強
化

を
目

標
と

し
た

F
D
を

実

施
 

  

＜
学
科
定
員
を
指
標
と
し
た
適
正
な
範
囲

の
募
集
の
実
現
＞
 

・
 
指
定
校
の
見
直
し
 

・
 
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
学
科
ブ
ー
ス
の
運
営
を
見
直
し
、
各
専
攻
で
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
学
生
数
を
募
集
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６
．
２
０
２
０
年
度
事
業
報
告
（
 
大
 
学
 
、
大
学
院
 
）
 

２
．
組
織
力
の
強
化
 

実
施
目
標
・
計
画
 

具
体
的
取
組
 

(
１

)
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
 

①
 
広
報
組
織
の
強
化
 

＜
大
学
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
強
化
＞
 

・
 
キ
ー
ビ
ジ
ュ
ア
ル
の
制
作
 

・
 
大
学
公
式
サ
イ
ト
の
フ
ル
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
 

・
 
入
試
情
報
サ
イ
ト
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
 

・
 
大
学
案
内
誌
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
 

＜
イ
ン
ナ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化
＞
 

・
 
2
01

9
年

に
フ

ル
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
を

行
っ
た

「
大

学
通
信

(
コ

ニ
フ

ァ
コ

ー
ン

)
」

ウ
ェ

ブ
版

の
グ
ル

ー

プ
ウ
ェ
ア
上
ト
ラ
イ
ア
ル
を
実
施
 

②
 
組
織
に
お
け
る
権
限
と
責
任
の
明
確
化
 

＜
委
員
会
等
組
織
の
再
編
＞
 

・
 

委
員
会
（
担
当
）
数
を
削
減
し
、
運

営
の
見
直
し
と
効
率
化
を
徹
底
 

・
 

大
学
改
革
の
第

2
ス
テ
ッ
プ
に
向
け

、
指
示
系
統
を
再
整
理
し
、
学
長
会
議
を
決
定
機
関
と
し
た
ガ
バ

ナ
ン
ス
体
制
を
明
確
化
 

・
 

教
職
員
管
理
職
の
在
り
方
と
実
効
性

の
確
保
 

③
 
大
学
改
革
方
針
に
基
づ
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
 

＜
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
検
証
と
評
価
の
実
施
＞
 

・
 

教
育
課
程
再
編
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
新
た
な

3
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
い
た
大
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
組
織
の

見
直
し
、
総
括
。
 

・
 

人
材
育
成
構
想
を
策
定
。
 

・
 

学
修
成
果
可
視
化
シ
ス
テ
ム
（
テ
ヅ

カ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
）
の
初
年
度
運
用
と
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体

制
の
確
立
。
 

④
 
中
期
計
画
に
従
い
、
各
年
の
目
標
を
検
証
し
、
全
教
職
員
で
意
識
共
有
 

＜
全
学
方
針
に
基
づ
く
運
営
と

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
の
実
践
＞
 

・
 
中

期
計
画

に
則

っ
た
事

業
運

営
と
、

認
証

評
価
機

関
の

評
価
基

準
に

よ
る
自

己
点

検
・
評

価
、

ア
セ
ス

メ
ン
ト
・
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
く
教
学
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
施
。
 

⑤
 
I
R
担

当
組

織
お

よ
び

エ
ン

ロ
ー

ル
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
体

制
の

確
立

 

・
 

デ
ー
タ
を
活
用
し
た
業
務
改
革
に
向
け
た
、
実
組
織
の
教
学

I
R
担
当
キ
ー
マ
ン
育
成
 

・
 

学
校
教
育
法
施
行
規
則
に
則
っ
た
説
明
責
任
の
全
う
の
た
め
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
公
表
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６
．
２
０
２
０
年
度
事
業
報
告
（
 
大
 
学
 
、
大
学
院
 
）
 

２
．
組
織
力
の
強
化
 

実
施
目
標
・
計
画
 

具
体
的
取
組
 

(
２

)
大
学
事
務
組
織
の
見
直
し
 

①
 
S
t
u
d
e
n
t
s
 
F
i
r
s
t
の
大
学
づ
く
り
を
目
指
し
た
組
織
改
編
の
実
行
と
検
証
 

・
 
今
年
度
重
点
項
目
と
な
る
「
中
退
予
防
」
の
所
管
部
署
で
あ
る
学
生
生
活
課
を
独
立
。
国
の
高
等
教
育

施
策
の
変
化
に
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、
教
学
企
画
セ
ン
タ
ー
を
設
置
 

・
 
2
階
事
務
セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)
が

20
2
0
年

4
月
末
頃
竣
工
予
定
。
教
学
企
画
セ
ン
タ
ー
･
学
生
支
援

セ

ン
タ

ー
と

キ
ャ

リ
ア

セ
ン

タ
ー

の
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
サ

ー
ビ

ス
が

可
能

と
な

り
、

学
生

へ
の

修
学

支
援

の
実
現
が
可
能
 

 ②
 
帝
塚
山
学
院
大
学
の
将
来
を
担
う
若
手
職
員
の
育
成
 

・
 
O
J
T
に
よ
る
若
手
育
成
は
各
部
署
で

行
わ
れ
て
い
る
が
、
大
学
職
員
と
し
て
の
基
礎
知
識
を
学
ば
せ
る

環
境
の
醸
成
。
 

・
 
若
手
職
員
の
私
大
協
会
等
学
外
研
修
の
積
極
的
な
参
加
 

 ③
 
S
D
研

修
会

の
内

容
を

明
記

し
て

年
6
回

以
上

実
施

 

・
 
実
際
の
業
務
に
応
じ
た
、
実
践
的
な

S
D
研
修
会
の
実
施
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６
．
２
０
２
０
年
度
事
業
報
告
（
 
大
 
学
 
、
大
学
院
 
）
 

３
．
財
務
基
盤
力
の
強
化
 実
施
目
標
・
計
画
 

具
体
的
取
組
 

(
１

)
入
学
定
員
１
０
０
％
の
充
足
 

 
①
 
入
学
者
選
抜
方
法
の
検
証
と
改
善
 

・
 

2
0
2
0
年

度
入

試
の

分
析
・
検

証
を

基
に

、
学

科
・
試

験
区

分
ご

と
に

入
学

者
目

標
数

を
設

定
し

、
常

に
委
員
会
で
達
成
状
況
を
共
有
 

＜
入
学
者
の
質
向
上
＞
 

・
 

Ａ
Ｏ
入
試
（
総
合
型
選
抜
）
の
競
争
率
の
向
上
 

・
 

協
定
校
特
別
推
薦
の
推
薦
基
準
と
推
薦
人
数
の
見
直
し
 

＜
入
試
改
革
＞
 

・
 

入
試
改
革
初
年
度
と
な
る
た
め
、
各
入
試
方
式
に
お
い
て
、
入
試
ミ
ス
を
防
ぐ
 

・
 

競
合
大
学
の

2
0
2
1
年
度
入
試
実
施
状
況
の
調
査
、
分
析
を
行
う
 

本
学
の

2
0
2
1
年
度
入
試
を
評
価
し

2
0
2
2
年
度
に
改
善
を
図
る
 

②
 
入
学
者
目
標
(
4
3
0
名
)
の
達
成
 

・
 

学
科
別
入
学
者
目
標
：
リ
ベ
ラ
ル

1
4
4
、
心
理

1
5
6
、
食
物

1
3
0
 

＜
制
作
＞
 

・
 

2
0
2
2
年

度
大

学
案

内
誌

の
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
を

行
う

 
品
質
向
上
、
予
算
適
正
化
の
た
め
業
者
の
見
直
し
実
施
 

＜
イ
ベ
ン
ト
＞
 

・
 
出
願
受
付
直
前
の
時
期
に
入
試
個
別
相
談
会
を
年

2
回
実
施
 

・
 
学
校
推
薦
型
選
抜
・
公
募
制
と
一
般
選
抜
に
向
け
た
入
試
対
策
講
座
を
実
施
 

③
 
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
参
加
人
数
目
標
値
実
数
の
達
成
 

・
 
動

員
目

標
1
,
2
0
0
名

、
う

ち
高

校
3
年
生

86
0
名

以
上

 
＜
出
願
率
の
向
上
＞
 

・
 
参
加
者
の
出
願
率
目
標
を

4
8
%
に
設
定
。
 

・
 
泉
ヶ
丘
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
一
ヶ
所
開
催
初
年
度
に
つ
き
運
営
の
見
直
し
 

・
 
改
修
工
事
に
伴
う
制
限
も
あ
り
、
安
全
性
に
配
慮
し
な
が
ら
も
、
出
願
確
率
の
高
い
層
の
動
員
を
図
る

 
④
 
指
定
校
お
よ
び
高
校
訪
問
校
の
見
直

し
と
高
校
訪
問
体
制
の
改
善
、
高
校
訪
問
者
へ
の
研
修
会
の
実
施
 

＜
指
定
校
推
薦
入
試
入
学
者
数
の
適
正

化
＞
 

・
 
対
象
高
校
の
削
減
と
推
薦
基
準
・

推
薦
人
数
を
大
幅
に
修
正
 

・
 
協
定
校
・
特
別
指
定
校
・
指
定
校

で
の
入
学
者
に
お
け
る
入
学
金
優
遇
措
置
の
見
直
し
 

＜
高
校
訪
問
体
制
の
見
直
し
＞
 

・
 
定
例
高
校
訪
問
戦
略
会
議
の
継
続

 
・

 
高
校
ラ
ン
ク
と
出
願
者
・
入
学
者

数
に
基
づ
き
、
各
担
当
者
が
訪
問
回
数
と
入
学
目
標
数
を
設
定
し

年
度
末
に
検
証
す
る
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６
．
２
０
２
０
年
度
事
業
報
告
（
 
大
 
学
 
、
大
学
院
 
）
 

３
．
財
務
基
盤
力
の
強
化
 実
施
目
標
・
計
画
 

具
体
的
取
組
 

（
２
）
外
部
資
金
の
獲
得
 

①
 
競
争
的
補
助
金
の
獲
得
 

・
 
私
立
大
学
等
改
革
総
合
支
援
事
業
選
定
の
た
め
、
全
学
を
挙
げ
て
申
請
準
備
 

・
 
経
常
費
補
助
金
の
教
育
の
質
に
係
る
客
観
的
指
標
に
対
応
し
、
大
学

H
P
「
情
報
公
開
」
を
更
新
 

（
３
）
人
件
費
の
抑
制
 

①
 
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し
に
よ
る
非
常
勤
講
師
数
の
削
減
 

＜
2
0
2
0
年

度
開

講
科

目
の

検
証

と
、

ク
ラ

ス
サ

イ
ズ

の
見

直
し

に
よ

る
開

講
ク

ラ
ス

数
の

ス
リ

ム
化

＞
 

・
 
非
常
勤
講
師
の
全
学
的
な
採
用
プ
ロ
セ
ス
の
導
入
 

②
 
ワ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
化
に
向
け
て
の
教
職
員
組
織
の
ス
リ
ム
化
 

・
 
新
教
育
課
程
へ
の
移
行
に
伴
う
専
任
担
当
コ
マ
数
の
調
整
を
継
続
し
、
担
当
可
能
科
目
が
あ
れ
ば

8
コ

マ
ま
で
の
増
担
を
要
請
 

（
４
）
物
件
費
の
削
減
 

①
 
予
算
管
理
の
徹
底
 

＜
ワ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
伴
う
大
学
運
営
の
仕
組
み
の
再
構
築
＞
 

・
 
E
d
y
付
き
学
生
証
へ
転
換
し
、
食
堂
、
自
動
販
売
機
、
売
店
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
 

・
 
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
防
犯
カ
メ
ラ
、
自
動
証
明
書
発
行
機
の
設
置
で
、
安
全
安
心
な
大
学
生
活
環
境
を
実
現

し
、
事
務
管
理
の
煩
雑
さ
の
低
減
を
図
る
。
 

・
 
入
学
金
、
学
費
等
の
銀
行
振
込
の
仕
組
み
を
見
直
し
、
振
込
方
法
の
多
様
化
と
振
込
管
理
の
ア
ウ
ト
ソ

ー
ス
に
よ
り
利
便
性
の
向
上
と
漏
れ
の
な
い
振
込
管
理
を
実
現
。
 

・
 
清
掃
、
警
備

、
営
繕
な
ど
の
日
常
業

務
に
対
し
、
日
常
的
対
応
と
中
長
期
対
応
計
画
を
立
案

し
、
予
防
的
な
施
設
管
理
を
実
現
 

 

43 



７
．

２
０

２
０

年
度

学
生

異
動

及
び

卒
業

生
の

進
路

定
員

充
足

率

志
願

者
数

合
格

者
数

入
学

者
数

％
志

願
者

数
合

格
者

数
入

学
者

数
志

願
者

数
合

格
者

数
入

学
者

数

2
0
1
7
年

度
　

 
4
3
【

5
】

 
　

4
3
【

3
】

　
 
4
1
【

3
】

4
8

8
5
.
4

7
【

2
】

7
【

2
】

5
【

2
】

2
【

2
】

2
【

2
】

2
【

2
】

2
0
1
8
年

度
　

 
6
0
【

2
】

 
　

5
2
【

2
】

　
 
5
0
【

2
】

4
8

1
0
4
.
2

3
【

1
】

3
【

1
】

3
【

1
】

1
【

1
】

1
【

1
】

1
【

1
】

2
0
1
9
年

度
6
0

5
0

5
0

4
8

1
0
4
.
2

7
【

1
】

6
【

1
】

6
【

1
】

2
【

1
】

2
【

1
】

2
【

1
】

2
0
2
0
年

度
　

 
5
6
【

5
】

 
　

5
4
【

4
】

　
 
5
0
【

4
】

4
8

1
0
4
.
2

5
【

3
】

5
【

3
】

5
【

3
】

1
【

1
】

0
0

2
0
2
1
年

度
　

 
6
1
【

7
】

 
　

5
8
【

6
】

　
 
5
3
【

6
】

4
8

1
1
0
.
4

2
【

2
】

2
【

2
】

2
【

2
】

0
0

0

男
女

計
男

女
計

男
女

計
男

女
計

2
0
1
7
年

度
1
5

2
6

4
1

1
3

3
4

4
7

1
4

3
4

4
8

4
2

9
4

1
3
6

2
0
1
8
年

度
1
9

3
1

5
0

1
6

2
9

4
5

1
2

3
5

4
7

4
7

9
5

1
4
2

2
0
1
9
年

度
1
4

3
6

5
0

2
1

3
2

5
3

1
7

3
1

4
8

5
2

9
9

1
5
1

2
0
2
0
年

度
1
8

3
2

5
0

1
6

3
8

5
4

1
8

3
1

4
9

5
2

1
0
1

1
5
3

2
0
2
1
年

度
2
0

3
3

5
3

1
9

3
2

5
1

1
6

4
0

5
6

5
5

1
0
5

1
6
0

平
成

異
　

動
　

理
　

由

１
．

一
身

上
の

理
由

男
子

女
子

計

２
．

住
所

変
更

1
1
0

2
4

3
4

1
1

１
．

一
身

上
の

理
由

1
1

1
2

２
．

住
所

変
更

1
2

2

3
1

4

4
3

3
6

1
8

3
1

4
9

4 3 3

【
退
園

状
況

】
【

進
学

状
況

】
２
０

２
０

年
度

卒
園

生

人
　

　
数

進
　

　
学

　
　

先
人

数

年
長

合
計

2
0
1
6
年

度

　
帝

塚
山

学
院

幼
稚

園
　

入
試

・
在

園
・

退
園

・
進

学
状

況

追
手

門
学

院

関
西

大
学

私
立

小
学

校
帝

塚
山

学
院

2
0
1
7
年

度

募
集

定
員

洛
南

城
星

学
院

2
0
2
0
年

度

１
．

一
身

上
の

理
由

34

国
公

立
小

学
校

総
計

１
．

一
身

上
の

理
由

2
0
1
8
年

度

2

2
0
1
9
年

度
7

年
長

（
１

年
保

育
）

【
入
試

状
況

】 １
．

一
身

上
の

理
由

２
．

住
所

変
更

年
中

1

平
成

年
少

（
３

年
保

育
）

年
中

（
２

年
保

育
）

２
．

住
所

変
更

44

【
　

】
は

1
1
,
1
2
,
1
,
2
,
3
,
4
月

入
試

者
数

、
内

数
。

【
在
園

状
況

】

平
成

年
少



内
部

外
部

計
内
部

外
部

計
内
部

外
部

計

2
0
1
7
年
度

4
4

8
0

1
2
4

4
4

7
6

1
2
0

4
4

6
4

1
0
8

2
0
1
8
年
度

4
2

7
5

1
1
7

4
1

7
2

1
1
3

4
0

6
6

1
0
6

2
0
1
9
年
度

3
9

8
9

1
2
8

3
9

8
1

1
2
0

3
5

8
0

1
1
5

2
0
2
0
年
度

3
2

1
3
7

1
6
9

3
2

8
8

1
2
0

3
2

8
3

1
1
5

2
0
2
1
年
度

3
7

1
0
9

1
4
6

3
7

1
0
1

1
3
8

3
4

8
0

1
1
4

男
女

計
男

女
計

男
女

計
男

女
計

男
女

計
男

女
計

男
女

計

2
0
1
7
年
度

2
6

8
2

1
0
8

4
4

7
2

1
1
6

2
9

8
3

1
1
2

3
7

7
5

1
1
2

3
4

8
0

1
1
4

2
7

8
4

1
1
1

1
9
7

4
7
6

6
7
3

2
0
1
8
年
度

4
1

6
5

1
0
6

2
9

8
3

1
1
2

4
4

7
2

1
1
6

2
8

8
5

1
1
3

3
7

7
9

1
1
6

3
4

7
9

1
1
3

2
1
3

4
6
3

6
7
6

2
0
1
9
年
度

3
5

8
0

1
1
5

4
1

6
6

1
0
7

2
8

8
2

1
1
0

4
4

7
2

1
1
6

2
7

8
6

1
1
3

3
7

7
8

1
1
5

2
1
2

4
6
4

6
7
6

2
0
2
0
年
度

3
2

8
3

1
1
5

3
5

7
7

1
1
2

4
2

6
7

1
0
9

2
9

8
1

1
1
0

4
3

7
2

1
1
5

2
6

8
6

1
1
2

2
0
7

4
6
6

6
7
3

2
0
2
1
年
度

4
0

7
4

1
1
4

3
1

8
3

1
1
4

3
5

7
6

1
1
1

4
2

6
6

1
0
8

2
8

8
0

1
0
8

4
3

7
1

1
1
4

2
1
9

4
5
0

6
6
9

2
0
1
6
年
度

１
．
一
身
上
の
理
由

1
7

２
．
留
学

0

３
．
住
所
変
更

6

2
0
1
7
年
度

１
．
一
身
上
の
理
由

4
4

２
．
留
学

0

３
．
住
所
変
更

0

2
0
1
8
年
度

１
．
一
身
上
の
理
由

6
9

２
．
留
学

0

３
．
住
所
変
更

3

2
0
1
9
年
度

１
．
一
身
上
の
理
由

5
1
1

２
．
留
学

1

３
．
住
所
変
更

5

１
．
一
身
上
の
都
合

6

２
．
留
学

0

３
．
住
所
変
更

4

２
年

新
１

年

合
格

者
入

学
者

募
集

定
員

志
願
者

５
年

1
1
4

1
0
0
.
0

1
1
4

　
帝
塚
山
学
院
小
学
校
　
入
試
・
在
籍
・
退
学
・
進

学
状

況

【
入
試
状

況
】

異
　
動
　
理
　
由

％

1
1
4

1
1
4

9
3
.
0

1
1
4

9
4
.
7

定
員

充
足

率

合
計

1
年

【
転
学
状

況
】

３
年

４
年

６
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【
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.
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2021年度
帝塚山学院泉ヶ丘高等学校　大学合格状況 卒業生289名

4月6日判明分

国公立大学 計　95名 (84名） 私立大学

大阪 3 ( 2 ) 帝塚山学院 11 ( 11 )
神戸 4 ( 3 ) 慶応 2 ( 1 )
北海道 2 ( 2 ) 早稲田 5 ( 3 )
東北 1 ( 1 ) 明治 1 ( 1 )
東京工業 1 ( 0 ) 立教 1 ( 1 )
北見工業 2 ( 2 ) 青山学院 1 ( 1 )
電気通信 2 ( 2 ) 東京理科 5 ( 5 )
横浜国立 2 ( 2 ) 同志社 28 ( 26 )
三重 1 ( 1 ) 立命館 40 ( 31 )
福井 1 ( 0 ) 関西学院 37 ( 35 )
大阪教育 5 ( 4 ) 関西 69 ( 57 )
奈良女子 3 ( 2 )
奈良教育 1 ( 1 ) 医学部医学科 計　25名 (9名）
和歌山 14 ( 14 )
鳥取 1 ( 1 )
島根 2 ( 2 ) 大阪市立 1 ( 1 )
広島 2 ( 2 ) 和歌山県立医科 2 ( 2 )
山口 1 ( 1 ) 近畿 7 ( 3 )
徳島 3 ( 3 ) 関西医科 3 ( 1 )
香川 1 ( 1 ) 兵庫医科 2 ( 0 )
熊本 1 ( 1 ) 金沢医科 1 ( 0 )
長崎 1 ( 0 ) 埼玉医科 1 ( 1 )

岩手医科 1 ( 0 )
愛知医科 2 ( 0 )

大阪市立 8 ( 8 ) 藤田医科 1 ( 0 )
大阪府立 8 ( 7 ) 川崎医科 4 ( 1 )
福島県立医科 1 ( 1 )
金沢美術工芸 1 ( 0 ) 歯学部 計　15名 (11名）
高崎経済 1 ( 1 )
新潟県立 1 ( 0 )
愛知県立 1 ( 1 ) 大阪 1 ( 1 )
名古屋市立 1 ( 1 ) 東北 1 ( 1 )
京都府立 1 ( 1 ) 昭和 1 ( 1 )
神戸市看護 1 ( 1 ) 日本歯科 1 ( 0 )
神戸市外国語 1 ( 1 ) 日本 1 ( 0 )
兵庫県立 5 ( 5 ) 大阪歯科 6 ( 5 )
奈良県立 1 ( 1 ) 朝日 2 ( 2 )
和歌山県立医科 2 ( 2 ) 愛知学院 1 ( 0 )
岡山県立 3 ( 2 ) 松本歯科 1 ( 1 )
広島市立 1 ( 1 )
福山市立 1 ( 1 ) 薬学部 計　43名 (38名）
山口東京理科 2 ( 2 )
高知工科 1 ( 1 )

広島 1 ( 1 )
東京理科 1 ( 1 )
近畿 3 ( 3 )
京都薬科 5 ( 5 )
大阪薬科 7 ( 6 )
神戸薬科 4 ( 3 )
同志社女子 2 ( 1 )
武庫川女子 4 ( 4 )
大阪大谷 2 ( 2 )
摂南 8 ( 7 )
大阪医科薬科 1 ( 1 )
神戸学院 4 ( 3 )
兵庫医療 1 ( 1 )

獣医学部 計　1名 (1名） 

岡山理科 1 ( 1 )

大学名 合格者数

大学名 合格者数

大学名 合格者数

公立大学 合格者数

大学名 合格者数

*合格者数は延べ人数です。（　　）内は現役生。

国立大学 合格者数 大学名 合格者数
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2021年5月1日

ﾘﾍﾞﾗﾙｱｰﾂ学部

ﾘﾍﾞﾗﾙｱｰﾂ学科(L) 情報ﾒﾃﾞｨｱ学科(C) 心理学科(H)
食物栄養学科
管理栄養士課程

(N）

食物栄養学科
健康実践栄養士課程

(NP）
ｷｬﾘｱ英語学科(S)

人数 人数 人数 人数 人数 人数

1 農業､林業､漁業 0 0 0 0 0 0 0 0

2 建設業 4 1 0 1 0 1 1 3

3 砿業､採石業､砂利採取業 0 0 0 0 0 0 0 0

4 製造業 10 1 0 4 2 1 2 9

5 電気･ガス･ 熱供給･水道業 0 0 0 0 0 0 0 0

6 情報通信業 13 1 6 4 0 1 1 12

7 運輸業､郵便業 8 1 1 4 1 0 1 7

8 卸売業 16 2 3 7 2 0 2 14

9 小売業 44 8 6 8 11 11 0 36

10 金融･保険業 5 0 1 3 1 0 0 5

11 不動産･物品賃貸業 3 2 0 0 0 1 0 1

12 学術研究､専門･技術サービス業 4 2 1 1 0 0 0 2

13 宿泊業･飲食サービス業 (除給食業) 13 4 1 4 1 1 2 9

14 給食業 26 0 0 0 19 7 0 26

15 生活関連サービス･娯楽業 7 1 2 3 0 1 0 6

16 教育､学習支援業 13 1 3 8 1 0 0 12

17 医療･福祉業 48 7 0 14 25 1 1 41

18 複合サービス事業 2 1 0 0 0 0 1 1

19 その他サービス業 17 1 8 6 2 0 0 16

20 公務 2 0 0 1 0 0 1 2

21 分類不能 0 0 0 0 0 0 0 0

99 【進学】 10 2 1 5 2 0 0 8

307 52 43 95 70 28 19 255

256 38 36 74 67 26 15 218

13 3 2 6 2 0 0 10

10 2 1 5 2 0 0 8

235 33 32 68 65 25 12 202

79.1% 67.3% 78.0% 76.4% 95.6% 89.3% 63.2% 82.4%

91.8% 86.8% 88.9% 91.9% 97.0% 96.2% 80.0% 92.7%

＊就職者は正規雇用者、自営業、個人事業主、非正規雇用者のうち契約期間が1年以上かつ一週間あたり30時間以上勤務を予定しているもの

就職者数

実就職率(就職者数/卒業者数-進学数)

就職率(就職者数/就職希望者数)

卒業者数

就職希望者数

進学希望者数

進学決定者数

【帝塚山学院大学　就職等進路一覧】〔21年卒〕

業　種

帝塚山学院大学

大学計
学部計
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Ⅳ 財務の概要 

１ ２０２０年度決算の概要 
 
 財産目録、資金収支計算書、活動区分資金収支計算書、事業活動収支計算書および貸借対

照表を別掲していますが、事業活動収支計算書を基に決算の概要を以下の通りご説明します。 

 

1 教育活動収支 

  教育活動収入は、前年比 160,916 千円増加の 6,828,819 千円となりました。前年度と比

較した主な増減の要因は次のとおりです。 

 （1）学生生徒等納付金は前年度に比べ、86,355 千円の増加となりました。主に入学者が

増加し、学生数が増加したことと補助金減に伴う納付金への振替によるものであり、

総額は 4,628,317 千円となりました。 
    （単位：人） 

  2019 年 5 月 1 日現在 2020 年 5 月 1 日現在 

大学・大学院  1,715  1,769 

住吉中高  1,490  1,505 

泉ヶ丘中高  1,397  1,351 

小学校  676  673 

幼稚園  151  153 

合計  5,429  5,451 

 

（ ）内は、前年度決算額との増減を示し、△は減少額。 

大学・大学院 2,166,434 千円 （ 26,635 千円 ） 

住吉中高 1,041,330 千円 （ 24,769 千円 ） 

泉ヶ丘中高 873,887 千円 （ 10,690 千円 ） 

小学校 454,543 千円 （ 2,090 千円 ） 

幼稚園 92,122 千円 （ 22,171 千円 ） 

合計 4,628,317 千円 （  86,355 千円 ） 

 

 （2）雑収入は、退職者の減少により退職金財団等交付金が前年比 43,439 千円減少したが、

退職給与引当金戻入が 165,043 千円増加したにより、119,356 千円の増加となりまし

た。 

 

  教育活動支出は、前年比 778,744 千円増加の 7,519,214 千円となりました。前年度と比

較した主な増減の要因は次のとおりです。 

 

（1）人件費のうち、教職員人件費は 4,048,241 千円と 45,873 円増加となりました。退職

金関係支出では、退職者増加による退職給与引当金繰入額等の増加が 38,187 千円とな

り、人件費全体では 84,060 千円増加の 4,399,979 千円となりました。 
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（2）教育研究経費と管理経費の合計額は 695,537 千円増加しました。大学授業料減免交

付金の奨学金 171,482 千円と大学キャンパスの統合費用 513,070 千円及びコロナ対策

費用 119,537 千円の費用が発生したことによるものです。 

 以上の要因により教育活動収支差額は、前年比 617,828 千円収支悪化の 690,395 千円の

赤字となりました。 

2 教育活動外収支 

収入の部は受取利息・配当金収入および収益事業収入の合計 25,402 千円となりました。

支出の部は計上項目がなかったことにより、教育活動外収支差額は、25,402 千円の黒

字となりました。 

教育活動収支および教育活動外収支を合わせた経常収支差額は、前年比 614,672 千円収

支悪化の 664,994 千円の赤字となりました。 

3 特別収支差額 

収入の部は施設設備補助金収入等を合計 37,553 千円計上しました。支出の部は大学の

キャンパス統合による資産処分差額等を 2,029,236 千円計上しました。以上の要因によ

り特別収支差額は 1,991,683 千円の赤字となりました。 

基本金組入前当年度収支差額は、前年比 2,599,506 千円収支悪化の 2,656,676 千円の赤

字となりました。 

4 基本金組入額 

 当年度は前年度より継続して実施しているトイレ改修などに加え、小学校内の教室の改

修、高圧受配電機器更新及び高校以下ネットワーク環境整備等を実施したことなどから、

194,946 千円計上しました。 

当年度収支差額は前年比 2,527,765 千円収支悪化の△2,851,622 千円となり、基本金取

崩額を加味した翌年度繰越収支差額は△6,096,270 千円となりました。 
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（１）令和２年度財産目録

Ⅰ 資産総額 22,119,120,250 円

　うち　基本財産　 17,409,361,150 円

 運用財産 4,672,195,643 円

　　 収益事業用財産 37,563,457 円

Ⅱ 負債総額 3,545,291,336 円

Ⅲ 正味財産 18,573,828,914 円

　　Ⅰ　　資産額
（一）基本財産 17,409,361,150 円

１ 土地 152,991.09 ㎡ 2,494,546,470 円
２ 建物 84,381.31 ㎡ 9,339,584,662 円

付属建物 126.32 ㎡ 9,765,145 円
構築物 280,139,806 円

３ 図書 346,598 冊 1,040,868,500 円
４ 教具・校具・備品 10,816 点 809,144,312 円
５ その他 3,435,312,255 円

（二）運用財産 4,672,195,643 円
１ 現金、預金 4,485,671,623 円
２ 有価証券 0 円
３ その他 186,524,020 円

（三）収益事業用財産 37,563,457 円
１ 預金 37,034,857 円
２ 未収入金 528,600 円

22,119,120,250 円

　　Ⅱ　　負債額
（一）固定負債 1,528,678,186 円

１ 長期借入金 0 円
２ 学校債 423,620,000 円
３ 引当金 1,039,378,738 円
４ 長期未払金 65,679,448 円

（二）流動負債 2,015,358,050 円
１ 短期借入金（短期学校債含む） 112,800,000 円
２ 短期未払金 1,260,371,917 円
３ 前受金 478,508,920 円
４ その他 163,677,213 円

（三）収益事業用負債 1,255,100 円
１ 未払法人税等 1,255,100 円

3,545,291,336 円

　正味財産（資産総額－負債総額） 18,573,828,914 円

合　　　計

合　　　計

財　　　産　　　目　　　録
令和３年３月３１日現在

区         分 金　 　額

58



（２）令和２年度資金収支計算書

( 単位 : 円 )

  収入の部

科          目 令和元年度 令和２年度 差　　　異

 学生生徒等納付金収入 4,541,961,657 4,628,316,779 86,355,122

 手数料収入 93,877,929 82,645,385 △ 11,232,544

 寄付金収入 104,255,299 102,689,635 △ 1,565,664

 補助金収入 1,428,938,692 1,518,731,333 89,792,641

 資産売却収入 1,504,814,170 2,111,255,650 606,441,480

 付随事業・収益事業収入 302,024,829 193,238,800 △ 108,786,029

 受取利息・配当金収入 20,244,703 23,401,640 3,156,937

 雑収入 215,156,482 169,469,304 △ 45,687,178

 借入金等収入 91,100,000 94,400,000 3,300,000

 前受金収入 462,815,620 478,508,920 15,693,300

 その他の収入 1,384,975,144 1,330,143,542 △ 54,831,602

 資金収入調整勘定 △ 690,959,597 △ 643,621,386 47,338,211

 前年度繰越支払資金 3,754,126,784 3,723,252,268 △ 30,874,516

 収入の部合計 13,213,331,712 13,812,431,870 599,100,158

  支出の部

科          目 令和元年度 令和２年度 差　　　異

 人件費支出 4,365,693,966 4,344,235,688 △ 21,458,278

 教育研究経費支出 1,260,806,916 1,859,145,717 598,338,801

 管理経費支出 568,838,185 643,430,146 74,591,961

 借入金等利息支出 0 0 0

 借入金等返済支出 136,900,000 93,900,000 △ 43,000,000

 施設関係支出 162,877,053 1,462,651,929 1,299,774,876

 設備関係支出 213,693,291 313,986,754 100,293,463

 資産運用支出 2,635,642,388 1,345,452,493 △ 1,290,189,895

 その他の支出 662,324,346 527,051,936 △ 135,272,410

 資金支出調整勘定 △ 516,696,701 △ 1,263,094,416 △ 746,397,715

 翌年度繰越支払資金 3,723,252,268 4,485,671,623 762,419,355

 支出の部合計 13,213,331,712 13,812,431,870 599,100,158

比較資金収支計算書

 令和 3年 3月31日
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（３）令和２年度活動区分資金収支計算書

(単位 ： 円)

金　 　額

学生生徒等納付金収入 4,628,316,779 

手数料収入 82,645,385 

特別寄付金収入 12,264,171 

一般寄付金収入 88,813,464 

経常費等補助金収入 1,487,408,333 

付随事業収入 191,238,800 

雑収入 169,469,304 

教育活動資金収入計 6,660,156,236

人件費支出 4,344,235,688 

教育研究経費支出 1,859,145,717 

管理経費支出 643,430,146 

教育活動資金支出計 6,846,811,551 

差引 △ 186,655,315

調整勘定等 805,120,739 

教育活動資金収支差額 618,465,424

金　 　額

施設設備寄付金収入 1,612,000 

施設設備補助金収入 31,323,000 

施設設備売却収入 1,561,255,650 

減価償却引当特定資産取崩収入 300,000,000 

施設整備等活動資金収入計 1,894,190,650

施設関係支出 1,462,651,929 

設備関係支出 313,986,754 

減価償却引当特定資産繰入支出 420,000,000 

施設整備等活動資金支出計 2,196,638,683

差引 △ 302,448,033

調整勘定等 △ 14,681,000

施設整備等活動資金収支差額 △ 317,129,033

小計（教育活動資金収支差額＋施設整備等活動資金収支差額） 301,336,391 

活 動 区 分 資 金 収 支 計 算 書
令和 2年 4月 1日から

令和 3年 3月31日まで

教
育
活
動
に
よ
る
資
金
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支

科　 　目

収

入

支

出

施
設
整
備
等
活
動
に
よ
る
資
金
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支

科　 　目

収

入

支

出
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金　 　額

 借入金等収入 94,400,000 

 有価証券売却収入 550,000,000 

 第３号基本金引当特定資産取崩収入 4,370,000 

 退職給与引当特定資産取崩収入 252,704,973 

 学校債引当特定資産取崩収入 121,377,520 

 法人諸引当特定資産取崩収入 50,000,000 

 百周年施設設備引当特定資産取崩収入 350,000,000 

 百周年奨学金引当特定資産取崩収入 54,000,000 

　小計 1,476,852,493

 受取利息・配当金収入 23,401,640 

 収益事業収入 2,000,000 

 その他の活動資金収入計 1,502,254,133

 借入金等返済支出 93,900,000 

 有価証券購入支出 550,000,000 

 第３号基本金引当特定資産繰入支出 4,370,000 

 退職給与引当特定資産繰入支出 152,704,973 

 学校債引当特定資産繰入支出 121,377,520 

 法人諸引当特定資産繰入支出 50,000,000 

 百周年奨学金引当特定資産繰入支出 47,000,000 

 預り金支払支出 21,222,485 

 立替金支払支出 596,191 

　小計 1,041,171,169

 借入金等利息支出 0 

 解約損支出 0 

 過年度修正支出 0 

 その他の活動資金支出計 1,041,171,169

 差引 461,082,964 

 調整勘定等 0 

 その他の活動資金収支差額 461,082,964 

 支払資金の増減額（小計＋その他の活動資金収支差額） 762,419,355 

 前年度繰越支払資金 3,723,252,268 

 翌年度繰越支払資金 4,485,671,623

支

出

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

収

入

科　 　目
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（４）令和２年度事業活動収支計算書

(単位 ： 円)

科　 　目 令和元年度 令和２年度 差異

 学生生徒等納付金 4,541,961,657 4,628,316,779 △ 86,355,122

 手数料 93,877,929 82,645,385 11,232,544

 寄付金 101,906,862 102,018,465 △ 111,603

 経常費等補助金 1,412,296,692 1,487,408,333 △ 75,111,641

 付随事業収入 300,024,829 191,238,800 108,786,029

 雑収入 217,835,171 337,191,328 △ 119,356,157

 教育活動収入計 6,667,903,140 6,828,819,090 △ 160,915,950

科　 　目 令和元年度 令和２年度 差異

 人件費 4,315,918,787 4,399,978,648 △ 84,059,861

 教育研究経費 1,816,892,861 2,430,004,667 △ 613,111,806

 管理経費 606,805,315 689,231,182 △ 82,425,867

 徴収不能額等 853,600 0 853,600

 教育活動支出計 6,740,470,563 7,519,214,497 △ 778,743,934

 教育活動収支差額 △ 72,567,423 △ 690,395,407 617,827,984

科　 　目 令和元年度 令和２年度 差異

 受取利息・配当金 20,244,703 23,401,640 △ 3,156,937

 その他の教育活動外収入 2,000,000 2,000,000 0

 教育活動外収入計 22,244,703 25,401,640 △ 3,156,937

科　 　目 令和元年度 令和２年度 差異

 借入金等利息 0 0 0

 その他の教育活動外支出 0 0 0

 教育活動外支出計 0 0 0

 教育活動外収支差額 22,244,703 25,401,640 △ 3,156,937

　経常収支差額 △ 50,322,720 △ 664,993,767 614,671,047

科　 　目 令和元年度 令和２年度 差異

 資産売却差額 0 112,750 △ 112,750

 その他の特別収入 23,394,318 37,440,048 △ 14,045,730

 特別収入計 23,394,318 37,552,798 △ 14,158,480

科　 　目 令和元年度 令和２年度 差異

 資産処分差額 30,242,349 2,029,235,568 △ 1,998,993,219

 その他の特別支出 0 0 0

 特別支出計 30,242,349 2,029,235,568 △ 1,998,993,219

 特別収支差額 △ 6,848,031 △ 1,991,682,770 1,984,834,739

 基本金組入前当年度収支差額 △ 57,170,751 △ 2,656,676,537 2,599,505,786

 基本金組入額合計 △ 266,686,583 △ 194,945,552 △ 71,741,031

 当年度収支差額 △ 323,857,334 △ 2,851,622,089 2,527,764,755

 前年度繰越収支差額 △ 9,744,137,327 △ 10,008,093,989 263,956,662

 基本金取崩額 59,900,672 6,763,445,679 △ 6,703,545,007

 翌年度繰越収支差額 △ 10,008,093,989 △ 6,096,270,399 △ 3,911,823,590

 （参考）

 事業活動収入計 6,713,542,161 6,891,773,528 178,231,367

 事業活動支出計 6,770,712,912 9,548,450,065 2,777,737,153

特
別
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

事
業
活
動

支
出
の
部

 令和 3年 3月31日

比較事業活動収支計算書
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（５）令和２年度貸借対照表

     ( 単位 : 円 )

 資   産   の   部

科　　　目 本年度末 前年度末 増       減

 固定資産 17,409,361,150 20,171,315,043 △ 2,761,953,893

  有形固定資産 13,975,943,609 16,412,081,419 △ 2,436,137,810

    土地 2,494,546,470 3,017,378,544 △ 522,832,074

    建物 9,349,349,807 9,784,962,239 △ 435,612,432

    構築物 280,139,806 262,229,713 17,910,093

    教育研究用機器備品 710,471,613 567,694,350 142,777,263

    図書 1,040,868,500 2,678,772,506 △ 1,637,904,006

    その他の有形固定資産 100,567,413 101,044,067 △ 476,654

  特定資産 3,361,370,000 3,698,370,000 △ 337,000,000

  その他の固定資産     72,047,541 60,863,624 11,183,917

 流動資産 4,672,195,643 3,924,905,394 747,290,249

    現金預金   4,485,671,623 3,723,252,268 762,419,355

    有価証券 0 0 0

    その他の流動資産 186,524,020 201,653,126 △ 15,129,106

 資産の部合計 22,081,556,793 24,096,220,437 △ 2,014,663,644

 負債の部

科　　　目 本年度末 前年度末 増       減

 固定負債 1,528,678,186 1,631,659,991 △ 102,981,805

    学校債 423,620,000 416,420,000 7,200,000

    退職給与引当金 1,039,378,738 1,151,357,802 △ 111,979,064

    長期未払金 65,679,448 63,882,189 1,797,259

 流動負債 2,015,358,050 1,270,363,352 744,994,698

    学校債 112,800,000 119,500,000 △ 6,700,000

    前受金 478,508,920 462,815,620 15,693,300

    その他の流動負債 1,424,049,130 688,047,732 736,001,398

 負債の部合計 3,544,036,236 2,902,023,343 642,012,893

 純資産の部

科　　　目 本年度末 前年度末 増       減

 基本金 24,633,790,956 31,202,291,083 △ 6,568,500,127

    第１号基本金 24,073,420,956 30,641,921,083 △ 6,568,500,127

    第３号基本金 124,370,000 124,370,000 0

    第４号基本金 436,000,000 436,000,000 0

 繰越収支差額 △ 6,096,270,399 △ 10,008,093,989 3,911,823,590

    翌年度繰越収支差額 △ 6,096,270,399 △ 10,008,093,989 3,911,823,590

 純資産の部合計     18,537,520,557 21,194,197,094 △ 2,656,676,537

科　　　目 本年度末 前年度末 増       減

 負債及び純資産の部　合計 22,081,556,793 24,096,220,437 △ 2,014,663,644

貸  借  対  照  表
 令和 3年 3月31日
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比率

固定資産 A
総資産 G

有形固定資産 B
総資産 G

特定資産 C
総資産 G

流動資産 D
総資産 G

固定負債 H
負債 + 純資産 R

流動負債 J
負債 + 純資産 R

運用資産 - 総負債 (E+C+F)-L
総資産 G

運用資産 - 外部負債 (E+C+F)-(L-K-I)

経常支出 ⑧ + ⑫

純資産 Q

負債 + 純資産 R

繰越収支差額 P

負債 + 純資産 R

固定資産 A

純資産 Q

固定資産 A
純資産 + 固定負債 Q+H

流動資産 D

流動負債 J

総負債 L

総資産 G

総負債 L
純資産 Q

現金預金 E

前受金 K

退職給与引当特定資産 V

退職給与引当金 W

基本金 M

基本金要組入額 M+U

減価償却累計額(図書を除く) S

減価償却資産取得価額(図書を除く) T

運用資産 E+C+F

要積立額 S+I+N+O

54.6% 55.7% 57.1%

51.8% 51.3% 49.0% 47.8%

繰越収支差額構成比率 -27.6%

固定比率 93.9%

流動資産構成比率

6.9%

総負債比率

固定長期適合率

流動比率

9.1%

内部留保資産比率 19.5%

運用資産余裕比率 77.4%

純資産構成比率 84.0%

貸

借

対

照

表

２８年度 ２９年度

21.2%

３０年度 元年度

83.4% 83.5% 83.7%83.7%

68.2% 68.4% 68.1%

15.0% 15.0%

固定負債構成比率

68.9%

14.7%

67.2%

15.3%

16.3% 16.6% 16.5% 16.3%

8.0% 7.5% 7.0% 6.8%

4.7% 5.1% 5.9% 5.3%

17.7%

積立率

流動負債構成比率

53.4%

87.4%

98.0%

減価償却比率 50.2%

86.8%

231.8%

16.0%

-39.9%

基本金比率

18.2% 17.4% 18.8%

91.0%100.5% 96.6% 88.7%

88.7%

937.4%

退職給与引当特定資産保有率 115.5%

87.3% 87.1% 88.0%

-36.3% -37.4%

12.6%

前受金保有率

-41.5%

95.9% 95.5% 95.9% 95.2%

87.9% 87.9%

13.7%

15.2%

負債比率 19.1%

88.4%

347.3% 323.0% 278.7% 309.0%

761.2% 804.5%

特定資産構成比率

12.7% 12.9% 12.0%

14.5% 14.5% 14.9%

固定資産構成比率

107.2% 114.5% 108.0% 112.9%

有形固定資産構成比率

774.9% 940.1%

99.9% 99.9% 99.8% 99.7%

２年度
算式（×100）

区 分

78.8%

63.3%
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